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昭
和
五
十
五
年
の
百
日
咳
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
の
三
種
混
合
予
防

接
種
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
．

◎
一
期
該
当
者
　
①
昭
和
五
十
二
年4

四
月
二
日
～
五
十
、
．
．
年
四
月
一
日
ま

て
に
生
ま
れ
た
人
　
②
前
回
の
該
当

者
て
一
期
を
一
回
し
か
接
種
し
な
か

っ
た
人
と
、
昭
和
互
十
年
四
月
二
日

以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
未
実
施
者

◎
一
期
接
種
方
法
　
約
．
．
．
週
～
八
週

の
間
隔
で
』
、
回
接
種
す
る
二
と
に
ょ

り
基
礎
免
疫
か
で
き
一
期
完
了
と
な

り
ま
す
　
（
最
低
二
回
接
種
す
る
こ
と

で
完
了
と
み
な
し
ま
す
）

●
二
期
該
当
者
　
昭
和
五
レ
、
年
四

月
二
日
～
五
十
二
年
四
月
一
日
ま
イ
。
k

実
施
地
区
名

月
　
　
　
日

受
付
時
間

対
　
　
象

実
施
会
場

水
沢
地
区
幽

3
月
3
日
剛

　
　
　
〔

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

一
期
　
、
回
目

水
沢
出
張
所

卜
日
町
・
新
座
・

大
井
田
・
吉
田
地
区
御

3
月
4
日
図

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
3
0
分

一
期

　
一
回
目

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

卜
条
地
区
囹

午
後
1
時
3
0
分

～
　
～
寺

　
　
‘
6
日

ド
条
公
民
館

中
条
地
区
園

3
月
5
日
弱

　
　
　
（

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

一
期

　
一
回
目

中
条
公
民
館

川
治
　
六
箇
地
区
国

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

十
日
町
・
新
座
・

大
井
田
・
吉
田
地
区
㈹

3
月
6
日
困

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
30
分

、
．
期

該
当
者
の
み

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

川
治
・
六
箇
地
区
倒

3
月
7
日
謝

午
後
－
時
如
分

～
2
時
3
0
分

一
期

該
当
者
の
み

川
治
公
民
館

水
沢
地
区
働

3
月
勿
日
側

午
後
1
時
卿
分

～
2
時
1
5
分

｝
期
二
回
目

二
期

水
沢
出
張
所

↑
目
町
・
新
座
・

人
井
田
・
吉
田
地
区
閏

3
月
％
日
㈹

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
3
0
分

一
期二
回
目

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ド
条
地
区
国

午
後
－
時
3
0
分

～
2
時

一
期
二
回
目

二
期

ド
条
公
民
館

中
条
地
区
閏

3
月
2
6
日
困

午
後
1
時
40
分

～
2
時
1
5
分

一
期
、
一
回
目

二
期

中
条
公
民
館

川
治
・
六
箇
地
区
倒

午
後
－
時
ω
分

～
2
時
3
0
分

一
期二
回
目

川
治
公
民
館

水
沢
地
区
㈹

4
月
1
4
日
側

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

一
期
　
．
．
回
目

水
沢
出
張
所

十
日
町
・
新
座
・

大
井
田
・
吉
田
地
区
国

4
月
1
8
目
囲

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
3
0
分

一
期

　
．
．
回
目

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

卜
条
地
区
囲

午
後
－
時
3
0
分

～
2
時

ト
条
公
民
館

中
条
地
区
閏

4
月
2
2
日
㈹

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
幡
分

一
期

　
．
．
回
目

中
築
公
民
館

川
治
・
六
箇
地
区
轡

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

に
生
ま
れ
た
へ
で
前
年
一
期
か
完
ゴ

し
て
い
る
人

●
二
期
接
種
方
法
　
一
期
の
三
回
を

受
け
る
こ
と
で
基
礎
免
疫
が
で
キ
．
」
、

翌
年
二
期
と
し
て
一
回
を
受
け
る
こ

と
f
、
免
疫
か
裏
り
強
く
な
り
ま
す
．

（
小
学
六
年
生
時
に
ジ
フ
テ
リ
ア
』
、

期
を
接
種
し
ま
す
の
で
該
当
者
は
二

期
ま
♂
．
曳
完
了
し
て
く
だ
さ
い
）

膣
接
種
前
の
注
意
　
①
前
日
入
浴
を

さ
ぜ
、
清
潔
な
肌
着
を
き
せ
ま
し
仁

う
　
②
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を

忘
れ
ず
に
　
③
印
か
ん
、
母
子
手
帳

を
忘
れ
ず
に
　
④
有
熱
者
、
病
後
衰

弱
の
箸
し
い
人
、
そ
の
他
医
師
が
不

適
と
認
め
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

衛
生
施
設
組
合
か
ら
お
願
い
．

⑤
問
診
票
は
当
日
責
任
を
も
・
て
正

確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

寄
付
あ
り
が
と
う

歳
末
た
す
け
あ
い

　
▼
↑
日
町
ロ
ー
ダ
リ
ー
ク
ラ
ブ

．
、
．
万
．
．
、
千
．
』
百
．
．
、
十
．
．
．
円
　
▼
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一
団
二
万

六
千
二
百
六
十
円
　
▼
長
助
お
客
一

同
　
一
万
四
↑
、
、
．
円
　
▼
上
越
ヤ
ク

駄
轟
襲
繋

老
と
　
Y
さ
ん
は
腕
利
き
の
職

～
ゆ

　
　
　
　
人
さ
ん
で
す
．
仕
事
も
順

⑩
調
で
ジ
さ
ん
夫
婦
は
子

蝋
　
　
　
　
供
　
人
と
と
も
に
、
幸
わ

　
　
　
　
せ
な
生
活
を
送
、
て
い
ま

　
　
　
　
φ
塾

ル
ト
販
売
㈱
　
二
万
円
　
▼
高
金
織

物
高
友
会
　
κ
f
八
百
八
十
四
円

▼
レ
日
町
水
道
f
業
将
棋
愛
好
会

四
千
、
一
百
六
円
　
▼
リ
ヨ
ン
　
】
万

症
百
二
十
七
円
　
▼
ビ
ク
ト
リ
ー
お

客
一
同
　
一
万
五
千
．
二
百
し
十
八
円

香
典
返
し
　
▼
板
橋
良
夫
（
中
条
島
）

．
．
．
万
円
　
▼
、
匿
名
、
万
円
▼
高
橋

実
（
四
日
町
二
）
三
万
円
　
▼
松
沢

欣
｝
（
川
治
下
町
）
五
万
円
　
▼
鈴

木
良
輝
（
袋
町
西
）
三
万
円
　
▼
庭

し
た
。
と
こ
ろ
か
、
あ
る
目
突
然
…

大
黒
柱
で
あ
る
Y
さ
ん
が
、
仕
事
場

へ
行
く
途
中
、
交
通
事
故
で
死
亡
す

る
と
い
う
、
思
い
も
か
け
な
い
悲
劇

が
お
き
ま
し
た
、
そ
の
時
か
ら
母
子

は
、
母
子
世
帯
に
な
っ
て
し
ま
り
た

の
で
す
。
奥
さ
ん
は
、
目
の
前
が
ま

っ
く
ら
に
な
る
の
を
こ
ら
え
な
が
ら
、

国
民
年
金
に
母
子
年
金
と
い
う
の
が

あ
る
こ
と
を
思
い
だ
し
ま
し
た
。
少

し
で
も
助
け
に
な
れ
ば
と
、
国
民
年

金
係
の
窓
口
へ
相
談
に
訪
ず
れ
ま
し

た
が
…
…
た
い
へ
ん
で
す
〃
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
か
あ
っ
た
の

野
重
造
（
菅
沼
）
百
万
円

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
第
四
銀
行
十
日
町
支
店
　
二
万

千
二
百
一
．
．
十
四
円
　
▼
春
川
（
新
座
）

五
千
円
　
▼
美
佐
伝
社
員
一
同
　
、
一

万
一
．
一
千
七
百
五
十
三
円
　
▼
ペ
ガ
サ

ス
　
】
万
三
百
七
十
円
　
▼
若
葉
会

四
千
八
百
円
　
▼
高
新
織
物
㈱
親
睦

会
　
一
万
二
千
八
百
十
一
円
　
▼
城

之
古
部
落
　
一
、
．
千
円
　
▼
内
藤
直
義

（
控
木
）
千
円

・3
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，
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
日
に
豆
炭
の
灰
、
爆
発
物
（
ス
プ
レ
ー
等
）
を
出
す
か
た

が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
変
危
険
で
す
の
で
絶
対
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

で
す
．
納
め
た
り
、
納
め
な
か
『
た

り
し
て
い
た
た
め
、
母
子
年
金
か
受

け
ら
れ
る
納
付
条
件
に
あ
て
は
ま
ら

な
い
の
で
す
。

　
つ
い
ウ
ッ
カ
リ
の
納
め
忘
れ
が
、

Y
さ
ん
の
奥
さ
ん
を
よ
り
悲
し
み
の

ド
ン
底
に
導
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
キ
チ
ン
と
保
険
料
を
納
め
て
い
た

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
が
十
八
歳
に

な
る
ま
で
母
子
年
金
、
年
額
五
十
万

六
千
八
百
円
（
月
額
四
万
二
千
二
百

』
一
レ
円
）
か
も
ら
え
た
の
に
。
こ
ん

な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
険
料
は
キ

チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
二
月
十
四
日
困
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
島
、
住
吉
町
、
高
田
町

五
r
目
の
各
一
部
　
▼
二
月
十
六
日

出
　
午
前
八
時
半
～
正
午
ま
で
　
本

町
一
r
目
、
本
町
東
一
丁
目
、
山
本

町
五
丁
目
の
各
一
部
　
▼
二
月
十
八

日
㈲
　
午
後
一
時
～
、
、
．
時
ま
で
　
本

町
．
．
．
・
四
丁
目
の
各
一
部
、
若
宮
町
、

田
中
町
東
・
西
の
各
一
部

　
　
　
　
　
　
　
h
侍

惨
ヒ
が
2
　
齢

O
新
し
い
郷
土
玩
具
「
お
だ
ま
き
人

形
」
か
誕
生
し
ま
し
た
．
馬
場
上
遺

跡
出
士
の
紡
錘
車
（
ッ
ム
）
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
七
年
前

に
創
作
さ
れ
た
「
雪
ん
子
」
も
の
べ

五
百
人
の
市
民
の
手
で
二
千
五
百
個

作
ら
れ
、
雪
ま
つ
り
会
場
で
人
気
を

博
し
て
い
ま
し
た
．
新
し
い
十
日
町

の
文
化
を
作
る
努
力
に
絶
大
な
拍
手

を
お
く
り
た
い
も
の
で
す
。
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尊
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湊46

　
、
夢

キ
　
　
ち

、
薄
揮

轍
　
－

は
り♪い轄

㌧ゑ
褒無
粛b
？耀
魅諺

薩
咳

　
　
’
難

、繭瞬

雛購

態

・
うク憶琶

、
“
、
・
占い0

．衰｝榊

翫
※春の使者ネコヤナギの芽に送られて、冬の

　使者3羽の白鳥の北の空に旅立つ日も間近。

※3月3日、サンヨサンヨの声を聞くと春は

　もうすぐそこ。消防署の職員も春の火災予

　防を呼びかける。

※雪道の通学も、もうあとわずかだ。
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こせまる灘灘稽
謹予算案灘羅1機
‘

｝
　
総
合
計
画
に
基
づ
く
予
算
蜀

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ

｛
　
五
十
五
年
度
予
算
閑
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
策
定
さ
れ
た
、
十
日

㌔卍
町
市
総
合
計
画
を
基
本
に
し
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
生
活
環
境
の
整
備
、

｝
教
育
の
振
興
、
産
業
の
振
興
を
柱
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

一
“
し
、
市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
が
つ
マ
中
で
、
一
般
的
な
経
蓼
で

潤
き
る
だ
け
節
約
し
、
最
大
の
効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
十
分
に
検
討
し
、

副
キ
メ
細
か
な
予
算
つ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
税
・
三
年
振
り
に

　
　
　
交
付
税
を
上
回
る

市
道
舗
装
地
元
寄
付
金
は
ゼ
ロ
に

　
五
十
五
年
度
予
算
園
は
、
石
油
価

格
の
上
昇
を
始
め
と
す
る
内
外
の
厳

し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
国
の
地

方
財
政
計
画
は
、
総
額
四
十
一
兆
六

千
四
百
二
十
六
億
円
で
、
前
年
度
対

比
七
．
六
％
増
と
昭
和
三
十
｝
年
度

以
来
の
低
い
伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
本
市
は
全
般
的
に
社
会
資
本
の

遅
れ
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

社
会
資
本
の
充
実
を
基
本
に
積
極
的

な
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
歳
入
面
で
は
、
市
税
が
十
七
・
九

％
増
の
二
十
一
億
九
千
五
百
八
十
万

円
、
地
方
交
付
税
が
七
・
五
％
増
の

二
十
↓
億
五
千
万
円
で
わ
ず
か
で
は

あ
り
ま
す
が
三
年
振
り
に
地
方
交
付
税

を
上
回
る
こ
と
を
見
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
四
十
六
・
七
％
増
の

十
七
億
九
千
七
百
十
四
万
八
千
円
、

県
支
出
金
は
十
一
・
一
α
7・
増
の
五
億

五
千
五
百
四
士
一
、
万
円
、
市
債
は
六

十
一
・
九
％
増
の
十
四
億
｝
千
三
十

万
円
と
義
務
教
育
施
設
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
公
共
事
業
を
積
極
的
に
取

8”『”』』し”・一『””5駒1””■…”鴨川”副川句，．”ボ’鱒’II”、伽、げ圃1』”、o置噌岡匹』””一’楠陶1．1，．げ胴

入
れ
た
た
め
、
昨
年
に
続
く
大
幅
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
財
源
の
不
足
分
に
つ
い
て
は

義
務
教
育
施
設
建
設
基
金
、
財
政
調

整
基
金
を
そ
れ
ぞ
れ
一
億
五
千
万
円

づ
つ
取
り
く
ず
し
、
』
．
億
円
を
財
源

に
く
り
入
れ
て
あ
り
ま
す
。
な
お
歳

入
に
お
い
て
市
道
舗
装
の
地
．
兀
寄
付

金
を
全
廃
し
、
消
雪
パ
イ
プ
事
業
に

つ
い
て
も
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が

負
担
の
軽
減
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

建
設
事
業
を
重
点
に

　
歳
出
面
で
は
、
教
育
、
土
木
、
福

祉
を
中
心
に
、
総
合
計
画
の
第
↓
年

次
に
あ
た
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

、
予
算
化
が
は
か
ら
れ
、
年
度
間
の
予

算
執
行
と
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
引

続
き
通
年
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
般
的
に
は
、
総
合
計
画
実
現
の
た

め
物
件
費
を
極
力
お
さ
え
、
教
育
、

道
路
な
ど
建
設
事
業
の
予
算
化
に
つ

と
め
た
結
果
、
投
資
的
経
費
は
約
四

十
一
億
一
千
八
百
万
円
と
対
前
年
度
比

四
十
九
・
七
％
増
で
予
算
全
体
の
四

十
二
・
二
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

報
瀞
榔
切
診
H
を
建
設

建
設
事
業
の
主
な
も
の
は
、
総
務

費
に
お
い
て
地
域
集
会
所
の
建
設
を

促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
助
成
事
業

を
制
度
化
す
る
ほ
か
、
真
田
地
区
に

二
年
計
画
で
魅
力
あ
る
郷
土
建
設
整

備
モ
デ
ル
事
業
を
五
千
万
円
で
進
め

ま
す
．
民
生
費
で
は
温
泉
を
利
用
し

た
老
人
禰
祉
セ
ン
タ
ー
新
設
一
億
丘

千
万
円
、
衛
生
費
で
は
市
民
の
健
康

管
理
の
た
め
保
健
セ
ン
ヶ
ー
を
市
役

所
庁
舎
隣
地
に
二
億
八
f
万
円
で
建

設
、
農
林
業
費
で
は
特
定
農
山
村
事

業
、
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
、
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
、
土
地
改
良
事
業

な
ど
を
引
続
き
実
施
し
、
新
た
に
六

箇
地
区
に
森
林
公
園
と
し
て
予
定
し

て
い
る
林
構
村
落
特
別
対
策
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
費
に
つ
い
て
は
、
織
物
業
の

振
興
の
た
め
従
来
の
助
成
の
ほ
か
産

地
振
興
計
画
に
基
づ
く
洋
装
部
門
の

検
討
と
し
て
海
外
絹
製
品
技
術
市
場

調
査
、
技
術
の
保
存
、
開
発
と
し
て

技
術
研
修
事
業
な
ど
新
た
に
補
助
を

計
画
し
、
工
場
誘
致
を
含
む
新
し
い

産
業
の
堀
り
お
こ
し
の
た
め
新
産
業

の
立
地
調
査
を
進
め
る
計
画
を
し
て

い
ま
す
。

　
土
木
費
に
つ
い
て
は
、
市
道
の
改

良
舗
装
事
業
十
八
・
七
％
増
の
約
五

億
一
一
．
千
四
．
白
万
円
を
は
じ
め
、
市
道

の
消
雪
パ
イ
プ
工
事
、
流
雪
溝
、
な

だ
れ
防
止
工
事
、
除
雪
機
械
購
入
、

橋
梁
工
事
、
国
鉄
踏
切
改
良
L
事
、

河
川
改
修
、
都
市
計
画
事
業
、
公
営

住
宅
建
設
事
業
、
国
県
L
事
負
担
金

等
予
算
計
上
し
て
あ
り
ま
す
が
、
舗

装
の
地
元
寄
付
金
を
全
廃
し
て
あ
り

ま
す
。

晃趨
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一第1回定例市議会
　　　　　に提案一

　
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
川
治
小
学

校
の
改
築
、
東
ド
組
小
学
校
の
改
築
、

十
日
町
中
学
校
の
改
築
、
南
中
学
校

の
改
築
、
吉
田
中
学
校
教
員
住
宅
の

改
築
、
水
沢
小
学
校
プ
ー
ル
の
建
設
、

ド
条
中
学
校
東
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
、
武
道
館
の
建
設
、
市
営

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
工
事
、
市
民

ス
キ
ー
場
の
ジ
ャ
ン
プ
台
新
設
と
雪

上
車
の
購
入
、
信
濃
川
運
動
公
園
の

　　　、轟債　　＼
　　　1，030万円　市税
　　　　14，4％　　21億9，580万円
　く

雛殉．．塒
7灘論万円塩万円
　7．6qる　　　　　　　　　　　　　　　楠t｛，＋鍋

整
備
等
積
極
的
に
予
算
化
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
　
特
別
会
計

　
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険

会
計
に
お
い
て
予
算
総
額
十
六
億
五

千
三
百
七
十
八
万
六
千
円
で
、
前
年
度

対
比
七
・
四
％
増
と
な
り
ま
し
た
が
、

年
々
老
人
高
額
医
療
を
中
心
に
医
療

費
が
上
昇
す
る
中
で
、
歳
入
に
つ
い

て
は
、
国
庫
支
出
金
を
前
年
度
対
比

七
・
六
％
増
、
繰
越
金
は
六
千
万
円

を
見
込
み
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
対
比
十
二
・
四
％
増
、
一
世

帯
当
た
り
約
八
万
三
千
円
と
最
小
限

に
抑
え
て
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
会
計
で
は
、
予
算
総
額

五
億
九
百
四
十
万
八
千
円
で
前
年
度

対
比
二
十
二
・
六
％
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
鐙
島
簡
水
と
い
う
大
規
模
事
業

が
完
了
し
た
た
め
で
す
。
今
年
度
は
名

ケ
山
、
轟
木
地
区
を
中
心
に
し
た
ニ

ヵ
所
の
事
業
を
予
算
化
し
ま
し
た
．

　
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
予
算
総

額
二
十
億
八
千
九
百
五
十
九
万
円
で
、

前
年
度
対
比
百
七
・
『
％
増
と
大
幅
な

伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

終
末
処
理
場
の
工
事
が
二
年
目
を
迎

え
本
格
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
．
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
一

億
七
千
四
百
五
十
三
万
六
千
円
と
多

額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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郵　　
ご

r地方交付税

21億5，000万円

　　22．0％　　国県支出金
23億5，258万円

　　　　24．1％

￥
、

　
ロ
ド
ノ
　

　
万
9
9

費
2
8
3

育
」
2

　
　
教
億

　
2
3

　土木費
17億

　8，050万円

　　18．2％

その他

　2億
3，841万円

　2．5％

　　　消防費
　　　　2億
　　　7，067万円
　　　　2．8％

衛生費
8億7，177万円
　8。9％　　　　　’

鰍

とおガ夢3’（3）

予算の主な使いみち（昭和55缶度）
　　　　　　　　　　　　（単位万円）

歳出
97億
7，000万円

民生費
16億

8，413万円

1732％

〔
へ

（
そ
、
．

55，
C　 o

爺
9／く、

ト奇

G

ンー＼）／　　＼｝／、＼．

　老人福祉センター建設

　　　　　六久Vノ

地域集会施設助成事業新設

乙

＼
、

き↓畔

費　　目 主　な　事　業 予算額

総務費関係

庁舎改装工事関係

魅力ある郷土建設整備モデル事業
地域集会施設助成事業（補助金）

地域集会施設助成事業（貸付金）

交通安全対策費
冬期集落保安要員報酬

1，334

1，500

　910
1，000

1，166

1，200

民生費関係

　襯弱者援護措置委託’こ

魚沼学園負担金
老人福祉センター建設費
身体障害者更正援護施設措置委託料
老人保護措置委託料
重度障害者福祉手当給付費
私立保育園新設補助金
児童措置委託料

川治保育所保育室増築工事ほか
児童手当

へき地保育所委託料
生活保護費（扶助費のみ）

　3，309
　　510
1億4，914

　　914
　4，572
　1，542
　　950
1億4，860

　1，013
　9，957
1億1，051

3億3，359

衛生費関係
妊産婦乳児医療助成費
結核予防委託料
保健センター建設費

　1，510
　　545
2億9，219

労働　関係 県労　金庫預託 5，500

農林水産業

費　関　係

特足農山村振興特別対策事業
集団営農用機械整備事業補助金
養蚕振興事業費補助金

県農林水産事業費補助金
地城農業生産総合振興対策事業
畜産振興対策事業補助金

ため池適地調査委託料
大池ため池改修工事
広域営農団地農道整備事業負担金
土地改良事業補助金
圃場整備事業補助金
苗場山麓開発推進事業
就業改善センター建設費
林業構造改善村落特別対策事業
史跡公園調査委託料
林道事業費
第二次林業構造改善事業

2，013

　937
　266
　695
　223
　159
謝
　260

　167
2，542

㎜
1
， 891

4，334

7，550

　200
　565
8，941

商工費関係

　　　」　調　委託＝
産業育成資金預託金
中小企業振興資金預託金
商工組合中央金庫預託金
産業育成資金償還金

笠置キャンプ場整備工事
魚沼スカイライン負担金
雪まー）り委託料

　　200
1億2，8㏄1

　8，000
1億5，000

　6，400
　　600
　　462

　　㎜

土木費関係

　　改　舗装
市道舗装用原材料
国県道工事負担金

国鉄踏切工事負担金
橋梁架替事業
消雪施設整備事業（消雪パイプ）

防雪整備事業（流雪溝）

雪崩防止柵整備事業
除雪機械整備事業
河川改修工事
急傾斜地崩壊対策事業負担金
新座線用地買収費ほか
都市公園事業（十日町公園ほか）

八幡田市営住宅改築事業

5億3，718

　3，500
　4，000
　1，500
　1，072
1億5，690

　1，200
　1，000
　1，800
　3，200

　　㎜
　　㎜
　1，551
3億　529

？ 消火栓　設移設　担 1，196

教育費関係

　小学校グラウンド整備
ビニールプール建設工事（2力校）

川治小学校改築工事
東ド組小学校改築工事

水沢小学校プール建設
卜条中学校グラウンド整備
十日町中学校増改築工事（2年次）

南中学校増改築工事

吉田中学校教員住宅改築 L事

博物館公園造成工事
武道館建設二L事

市営テニスコート照明施設建設工事ほか
市民スキー場整備工事（ジャンプ台圧雪用雪上車）

信濃川運動公園散水施設ほか
太田島野球場整備事業
学校施設開放施設工事

水沢共同調理場屋根葺替工事ほか
川治小学校給食設備

　　㈱
　　625
3億9，483
1億9，561

　3，223
　1，000
2億9，341

3億4，487

　1，115
　　100
1億7，640

　　722

　1，750
　　964

　　240
　　249
　　480
　　406

一部事務組
合　関　係

広域事務組合負担金（消防）
衛生施設組合負担金

2忌5，808
2億8，382

特別会計
関　　　係

、ケ山、轟木　区　易　退・設．L

簡易水道水源試堀工事
公共ド水道建設事業

2．、9，256

　　1，800
20億8，959

学校建設事業（川治小ほか3力校）八幡田市営住宅改築
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こせまる灘灘稽
謹予算案灘羅1機
‘

｝
　
総
合
計
画
に
基
づ
く
予
算
蜀

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ

｛
　
五
十
五
年
度
予
算
閑
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
策
定
さ
れ
た
、
十
日

㌔卍
町
市
総
合
計
画
を
基
本
に
し
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
生
活
環
境
の
整
備
、

｝
教
育
の
振
興
、
産
業
の
振
興
を
柱
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

一
“
し
、
市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
が
つ
マ
中
で
、
一
般
的
な
経
蓼
で

潤
き
る
だ
け
節
約
し
、
最
大
の
効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
十
分
に
検
討
し
、

副
キ
メ
細
か
な
予
算
つ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
税
・
三
年
振
り
に

　
　
　
交
付
税
を
上
回
る

市
道
舗
装
地
元
寄
付
金
は
ゼ
ロ
に

　
五
十
五
年
度
予
算
園
は
、
石
油
価

格
の
上
昇
を
始
め
と
す
る
内
外
の
厳

し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
国
の
地

方
財
政
計
画
は
、
総
額
四
十
一
兆
六

千
四
百
二
十
六
億
円
で
、
前
年
度
対

比
七
．
六
％
増
と
昭
和
三
十
｝
年
度

以
来
の
低
い
伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
本
市
は
全
般
的
に
社
会
資
本
の

遅
れ
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

社
会
資
本
の
充
実
を
基
本
に
積
極
的

な
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
歳
入
面
で
は
、
市
税
が
十
七
・
九

％
増
の
二
十
一
億
九
千
五
百
八
十
万

円
、
地
方
交
付
税
が
七
・
五
％
増
の

二
十
↓
億
五
千
万
円
で
わ
ず
か
で
は

あ
り
ま
す
が
三
年
振
り
に
地
方
交
付
税

を
上
回
る
こ
と
を
見
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
四
十
六
・
七
％
増
の

十
七
億
九
千
七
百
十
四
万
八
千
円
、

県
支
出
金
は
十
一
・
一
α
7・
増
の
五
億

五
千
五
百
四
士
一
、
万
円
、
市
債
は
六

十
一
・
九
％
増
の
十
四
億
｝
千
三
十

万
円
と
義
務
教
育
施
設
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
公
共
事
業
を
積
極
的
に
取

8”『”』』し”・一『””5駒1””■…”鴨川”副川句，．”ボ’鱒’II”、伽、げ圃1』”、o置噌岡匹』””一’楠陶1．1，．げ胴

入
れ
た
た
め
、
昨
年
に
続
く
大
幅
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
財
源
の
不
足
分
に
つ
い
て
は

義
務
教
育
施
設
建
設
基
金
、
財
政
調

整
基
金
を
そ
れ
ぞ
れ
一
億
五
千
万
円

づ
つ
取
り
く
ず
し
、
』
．
億
円
を
財
源

に
く
り
入
れ
て
あ
り
ま
す
。
な
お
歳

入
に
お
い
て
市
道
舗
装
の
地
．
兀
寄
付

金
を
全
廃
し
、
消
雪
パ
イ
プ
事
業
に

つ
い
て
も
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が

負
担
の
軽
減
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

建
設
事
業
を
重
点
に

　
歳
出
面
で
は
、
教
育
、
土
木
、
福

祉
を
中
心
に
、
総
合
計
画
の
第
↓
年

次
に
あ
た
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

、
予
算
化
が
は
か
ら
れ
、
年
度
間
の
予

算
執
行
と
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
引

続
き
通
年
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
般
的
に
は
、
総
合
計
画
実
現
の
た

め
物
件
費
を
極
力
お
さ
え
、
教
育
、

道
路
な
ど
建
設
事
業
の
予
算
化
に
つ

と
め
た
結
果
、
投
資
的
経
費
は
約
四

十
一
億
一
千
八
百
万
円
と
対
前
年
度
比

四
十
九
・
七
％
増
で
予
算
全
体
の
四

十
二
・
二
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

報
瀞
榔
切
診
H
を
建
設

建
設
事
業
の
主
な
も
の
は
、
総
務

費
に
お
い
て
地
域
集
会
所
の
建
設
を

促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
助
成
事
業

を
制
度
化
す
る
ほ
か
、
真
田
地
区
に

二
年
計
画
で
魅
力
あ
る
郷
土
建
設
整

備
モ
デ
ル
事
業
を
五
千
万
円
で
進
め

ま
す
．
民
生
費
で
は
温
泉
を
利
用
し

た
老
人
禰
祉
セ
ン
タ
ー
新
設
一
億
丘

千
万
円
、
衛
生
費
で
は
市
民
の
健
康

管
理
の
た
め
保
健
セ
ン
ヶ
ー
を
市
役

所
庁
舎
隣
地
に
二
億
八
f
万
円
で
建

設
、
農
林
業
費
で
は
特
定
農
山
村
事

業
、
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
、
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
、
土
地
改
良
事
業

な
ど
を
引
続
き
実
施
し
、
新
た
に
六

箇
地
区
に
森
林
公
園
と
し
て
予
定
し

て
い
る
林
構
村
落
特
別
対
策
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
費
に
つ
い
て
は
、
織
物
業
の

振
興
の
た
め
従
来
の
助
成
の
ほ
か
産

地
振
興
計
画
に
基
づ
く
洋
装
部
門
の

検
討
と
し
て
海
外
絹
製
品
技
術
市
場

調
査
、
技
術
の
保
存
、
開
発
と
し
て

技
術
研
修
事
業
な
ど
新
た
に
補
助
を

計
画
し
、
工
場
誘
致
を
含
む
新
し
い

産
業
の
堀
り
お
こ
し
の
た
め
新
産
業

の
立
地
調
査
を
進
め
る
計
画
を
し
て

い
ま
す
。

　
土
木
費
に
つ
い
て
は
、
市
道
の
改

良
舗
装
事
業
十
八
・
七
％
増
の
約
五

億
一
一
．
千
四
．
白
万
円
を
は
じ
め
、
市
道

の
消
雪
パ
イ
プ
工
事
、
流
雪
溝
、
な

だ
れ
防
止
工
事
、
除
雪
機
械
購
入
、

橋
梁
工
事
、
国
鉄
踏
切
改
良
L
事
、

河
川
改
修
、
都
市
計
画
事
業
、
公
営

住
宅
建
設
事
業
、
国
県
L
事
負
担
金

等
予
算
計
上
し
て
あ
り
ま
す
が
、
舗

装
の
地
元
寄
付
金
を
全
廃
し
て
あ
り

ま
す
。

晃趨

　ハ　ノ　　　　　　　　　し　　　の
〆π　　’・、’、・’・．

　　’・覧二一・．」

47～1イプ建設工事大幅増

を
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消雪パイ森林公園建設（林構村落特別対策事業）
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一第1回定例市議会
　　　　　に提案一

　
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
川
治
小
学

校
の
改
築
、
東
ド
組
小
学
校
の
改
築
、

十
日
町
中
学
校
の
改
築
、
南
中
学
校

の
改
築
、
吉
田
中
学
校
教
員
住
宅
の

改
築
、
水
沢
小
学
校
プ
ー
ル
の
建
設
、

ド
条
中
学
校
東
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
、
武
道
館
の
建
設
、
市
営

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
工
事
、
市
民

ス
キ
ー
場
の
ジ
ャ
ン
プ
台
新
設
と
雪

上
車
の
購
入
、
信
濃
川
運
動
公
園
の

　　　、轟債　　＼
　　　1，030万円　市税
　　　　14，4％　　21億9，580万円
　く

雛殉．．塒
7灘論万円塩万円
　7．6qる　　　　　　　　　　　　　　　楠t｛，＋鍋

整
備
等
積
極
的
に
予
算
化
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
　
特
別
会
計

　
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険

会
計
に
お
い
て
予
算
総
額
十
六
億
五

千
三
百
七
十
八
万
六
千
円
で
、
前
年
度

対
比
七
・
四
％
増
と
な
り
ま
し
た
が
、

年
々
老
人
高
額
医
療
を
中
心
に
医
療

費
が
上
昇
す
る
中
で
、
歳
入
に
つ
い

て
は
、
国
庫
支
出
金
を
前
年
度
対
比

七
・
六
％
増
、
繰
越
金
は
六
千
万
円

を
見
込
み
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
対
比
十
二
・
四
％
増
、
一
世

帯
当
た
り
約
八
万
三
千
円
と
最
小
限

に
抑
え
て
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
会
計
で
は
、
予
算
総
額

五
億
九
百
四
十
万
八
千
円
で
前
年
度

対
比
二
十
二
・
六
％
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
鐙
島
簡
水
と
い
う
大
規
模
事
業

が
完
了
し
た
た
め
で
す
。
今
年
度
は
名

ケ
山
、
轟
木
地
区
を
中
心
に
し
た
ニ

ヵ
所
の
事
業
を
予
算
化
し
ま
し
た
．

　
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
予
算
総

額
二
十
億
八
千
九
百
五
十
九
万
円
で
、

前
年
度
対
比
百
七
・
『
％
増
と
大
幅
な

伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

終
末
処
理
場
の
工
事
が
二
年
目
を
迎

え
本
格
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
．
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
一

億
七
千
四
百
五
十
三
万
六
千
円
と
多

額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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郵　　
ご

r地方交付税

21億5，000万円

　　22．0％　　国県支出金
23億5，258万円

　　　　24．1％

￥
、

　
ロ
ド
ノ
　

　
万
9
9

費
2
8
3

育
」
2

　
　
教
億

　
2
3

　土木費
17億

　8，050万円

　　18．2％

その他

　2億
3，841万円

　2．5％

　　　消防費
　　　　2億
　　　7，067万円
　　　　2．8％

衛生費
8億7，177万円
　8。9％　　　　　’

鰍

とおガ夢3’（3）

予算の主な使いみち（昭和55缶度）
　　　　　　　　　　　　（単位万円）

歳出
97億
7，000万円

民生費
16億

8，413万円

1732％

〔
へ

（
そ
、
．

55，
C　 o

爺
9／く、

ト奇

G

ンー＼）／　　＼｝／、＼．

　老人福祉センター建設

　　　　　六久Vノ

地域集会施設助成事業新設

乙

＼
、

き↓畔

費　　目 主　な　事　業 予算額

総務費関係

庁舎改装工事関係

魅力ある郷土建設整備モデル事業
地域集会施設助成事業（補助金）

地域集会施設助成事業（貸付金）

交通安全対策費
冬期集落保安要員報酬

1，334

1，500

　910
1，000

1，166

1，200

民生費関係

　襯弱者援護措置委託’こ

魚沼学園負担金
老人福祉センター建設費
身体障害者更正援護施設措置委託料
老人保護措置委託料
重度障害者福祉手当給付費
私立保育園新設補助金
児童措置委託料

川治保育所保育室増築工事ほか
児童手当

へき地保育所委託料
生活保護費（扶助費のみ）

　3，309
　　510
1億4，914

　　914
　4，572
　1，542
　　950
1億4，860

　1，013
　9，957
1億1，051

3億3，359

衛生費関係
妊産婦乳児医療助成費
結核予防委託料
保健センター建設費

　1，510
　　545
2億9，219

労働　関係 県労　金庫預託 5，500

農林水産業

費　関　係

特足農山村振興特別対策事業
集団営農用機械整備事業補助金
養蚕振興事業費補助金

県農林水産事業費補助金
地城農業生産総合振興対策事業
畜産振興対策事業補助金

ため池適地調査委託料
大池ため池改修工事
広域営農団地農道整備事業負担金
土地改良事業補助金
圃場整備事業補助金
苗場山麓開発推進事業
就業改善センター建設費
林業構造改善村落特別対策事業
史跡公園調査委託料
林道事業費
第二次林業構造改善事業

2，013

　937
　266
　695
　223
　159
謝
　260

　167
2，542

㎜
1
， 891

4，334

7，550

　200
　565
8，941

商工費関係

　　　」　調　委託＝
産業育成資金預託金
中小企業振興資金預託金
商工組合中央金庫預託金
産業育成資金償還金

笠置キャンプ場整備工事
魚沼スカイライン負担金
雪まー）り委託料

　　200
1億2，8㏄1

　8，000
1億5，000

　6，400
　　600
　　462

　　㎜

土木費関係

　　改　舗装
市道舗装用原材料
国県道工事負担金

国鉄踏切工事負担金
橋梁架替事業
消雪施設整備事業（消雪パイプ）

防雪整備事業（流雪溝）

雪崩防止柵整備事業
除雪機械整備事業
河川改修工事
急傾斜地崩壊対策事業負担金
新座線用地買収費ほか
都市公園事業（十日町公園ほか）

八幡田市営住宅改築事業

5億3，718

　3，500
　4，000
　1，500
　1，072
1億5，690

　1，200
　1，000
　1，800
　3，200

　　㎜
　　㎜
　1，551
3億　529

？ 消火栓　設移設　担 1，196

教育費関係

　小学校グラウンド整備
ビニールプール建設工事（2力校）

川治小学校改築工事
東ド組小学校改築工事

水沢小学校プール建設
卜条中学校グラウンド整備
十日町中学校増改築工事（2年次）

南中学校増改築工事

吉田中学校教員住宅改築 L事

博物館公園造成工事
武道館建設二L事

市営テニスコート照明施設建設工事ほか
市民スキー場整備工事（ジャンプ台圧雪用雪上車）

信濃川運動公園散水施設ほか
太田島野球場整備事業
学校施設開放施設工事

水沢共同調理場屋根葺替工事ほか
川治小学校給食設備

　　㈱
　　625
3億9，483
1億9，561

　3，223
　1，000
2億9，341

3億4，487

　1，115
　　100
1億7，640

　　722

　1，750
　　964

　　240
　　249
　　480
　　406

一部事務組
合　関　係

広域事務組合負担金（消防）
衛生施設組合負担金

2忌5，808
2億8，382

特別会計
関　　　係

、ケ山、轟木　区　易　退・設．L

簡易水道水源試堀工事
公共ド水道建設事業

2．、9，256

　　1，800
20億8，959

学校建設事業（川治小ほか3力校）八幡田市営住宅改築
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　　　黒

沓
転
作
8
標
面
鎖
冒
灘
弾
呂
雛
皿

五
十
三
年
比
七
十
七
％
増
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
過
去
二
年
問
の
水
田
利
用
再
編
対
策
で
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
、
目
標
を
達
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
、
こ
ざ
い
ま
し
た
．

　
米
を
と
り
ま
く
情
勢
は
依
然
厳
し
く
、
消
費
量
が
年
々
減
少
し
て
い
る

一
方
、
五
十
、
二
、
四
年
と
豊
作
で
、
生
産
調
整
が
百
二
十
一
％
と
全
国
目

標
を
達
成
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
六
百
五
十
万
ト
ン
の
政
府
在
庫
を

か
か
え
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
の
需
給
情
勢
の
中
で
、
国
で
は
、
当
初
予
定
を
変
更
し

第
一
期
、
三
年
間
の
終
了
を
待
た
ず
に
、
五
十
五
年
度
転
作
目
標
面
積
を

五
十
三
万
五
千
診
（
五
十
三
年
度
、
三
十
九
万
千
診
）
と
し
、
こ
れ
に
相
応

す
る
生
産
調
整
量
を
二
百
四
十
五
万
ト
ン
（
五
十
三
年
度
、
百
七
十
万
ト

ン
）
に
決
め
ま
し
た
。

　
県
か
ら
市
に
は
百
九
十
二
、
五
診
（
五
十
三
年
対
比
七
十
七
％
増
）
政

府
買
入
限
度
数
量
は
十
万
五
千
九
百
五
十
四
俵
（
五
十
三
年
対
比
三
千
百

四
十
六
俵
減
）
の
割
り
当
て
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
「
水
田
利
用
再
編

対
策
協
議
会
」
の
決
定
に
も
と
づ
き
、
従
来
の
面
積
要
素
と
実
績
要
素
の

ほ
か
に
新
た
に
銘
柄
米
要
素
を
加
え
、
三
本
立
て
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
配
分
も
農
家
の
皆
さ
ん
の
納
得
い
た
だ
け
る
も
の
で
は
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
か
、
目
標
達
成
の
た
め
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
新
年
度
の
仮
配
分
の
考
え
方
、
配

分
数
値
の
出
し
方
、
奨
励
補
助
金
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
し
い
配
分

　
　
数
値
の
出
し
方

　
仮
配
分
の
数
値
は
次
の
基
準
で

計
算
し
ま
す
。

基
準
面
積
…
…
五
十
五
年
一
月
一
日

現
在
の
土
地
台
帳
、
水
田
面
積
を
基

に
し
て
小
作
契
約
面
積
、
受
委
託
耕

作
面
積
、
土
地
改
良
の
一
時
利
用
地

面
積
、
休
耕
放
置
面
積
、
出
作
、
国

有
地
払
い
さ
げ
面
積
を
農
業
者
個
人

、
こ
と
に
加
除
し
て
基
準
面
積
と
し
ま

す
。出
荷
実
績
…
…
五
十
三
～
五
十
四
年

の
出
荷
実
績
の
ニ
カ
年
平
均
の
出
荷

実
績
数
値
を
使
用
し
ま
す
．

銘
柄
米
要
素
－
…
新
た
に
銘
柄
米
の

出
荷
実
績
を
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
五
十
四
年
産
米
の
銘
柄
「
コ
シ

ヒ
カ
リ
、
越
路
早
生
、
ホ
ウ
ネ
ン
、

越
み
の
り
、
ト
ド
・
キ
、
五
百
万
石
」

、蝿舞襲繭馨酸纏轡犠灘奏濃態度数燈　
よ
　
表
の
出
荷
実
績
数
値
を
加
味
し
ま
す
．

限
度
数
量

〈
う
る
ち
〉
　
基
準
面
積
割
十
％
出

荷
実
績
割
八
＋
七
％
　
銘
柄
米
要
素

三
％
を
組
み
合
せ
て
個
人
別
限
度
数

量
を
算
出
し
ま
す
．

〈
も
ち
〉
　
出
荷
実
績
要
素
の
み
で

算
出
し
ま
す
。

転
作
目
標
面
積
の
配
分

へ
う
る
ち
〉
　
基
準
面
積
割
十
％
と

出
荷
実
績
割
九
十
％
を
組
み
合
せ
て

個
人
別
転
作
目
標
面
積
を
米
の
出
荷

区　　分

転作　目　標面積 事　前　売　渡　限　度　数　量

55年度 53年度
55年度 53年度

差　　　引

面　積 転1乍率 面　積 転作率 減少数 減少率

全　　国
5お，06貯 　018． 391，

　％
13．3
7，850，006 8，300，006 450，006 ％

5．4

新潟県 16，790 9．7 10，180 5．9 621，900 646，100 24，200 3．7

1・日町市 192．5 8．1 109 4．6 6，357．24 6，546 188．76 2．9

霧縞対策蒙施薗整表
　
　
　
ロ

　
　
　
表

実
績
の
あ
る
農
業
者
に
配
分
し
ま
す
。

一
俵
に
つ
き
約
二
十
㎡
で
す
。

〈
も
ち
V
　
出
荷
実
績
一
俵
に
つ
き

十
㎡
を
か
け
て
算
出
さ
れ
た
面
積
を
、

も
ち
の
出
荷
実
績
の
あ
る
農
家
に
配

分
し
ま
す
。

個
人
別
配
分
の
や
り
方

　
、
二
月
二
十
六
日
に
開
催
予
定
の
農

事
連
絡
員
会
議
で
前
記
の
方
法
で
計

算
し
た
限
度
数
量
、
転
作
目
標
面
積

の
個
人
別
明
細
表
を
参
考
資
料
と
し

て
お
渡
し
し
ま
す
の
で
農
事
連
絡
員

さ
ん
を
中
心
に
部
落
間
調
整
を
し
て

く
だ
さ
い
。

期間 実施事項 内　　　　　　容

3月26目 仮配分 農事連絡員会議を開催し、仮

配分をお知らせし、個別配分

を依頼します。

3月26日

　～

4月29日

部落内調整 個々の実情に応じて部落内あ

るいは部落間調整をしていた

だきます。

4月30日 昭和55年度水田

利用再編対策個

人別明細表

転作計画書（確

認野帳）市農林

課提出

調整後び）限度数量と転作面積

を記入した一覧表を提出して

いただきます。転作面積に応

じて、1人1人が転作計画書
を提出していただきます。（提

出がないと補助金を受けられ
ません。）

4月30日 管理転作
（各事業所提出）

農協に管理転作を希望される

方は、r管理転作預託申込書」

を各事業所に提出していたた

きます。

6月 L旬 正式配分 部落調整び）結果をもとにして

正式配分を行います。

6月下旬
　～
7月上旬

現地確認 転作計画書に基づき現地確認

をいたします。

8月中旬

及び

12月ト旬

奨励補助金び）交

付
8月中旬頃概算払い（50％）予定

12月ド旬頃精算払い（50％）予定

転
作
の
実
施
方
法

　
転
作
の
実
施
方
法
、
転
作
計
画
書

の
提
出
、
奨
励
補
助
金
の
交
付
額
、

未
達
成
の
場
合
の
措
置
な
ど
に
つ
い

て
は
、
昨
年
と
同
様
な
方
法
で
実
施

さ
れ
ま
す
．
な
お
、
「
管
理
転
作
」

は
も
う
一
年
、
同
じ
場
所
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
農
事
連
絡
員
さ
ん
を

通
じ
て
お
配
り
す
る
「
昭
和
五
十
五

年
度
水
田
利
用
再
編
対
策
の
要
綱
及

び
栽
培
指
針
」
を
．
こ
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
年
度
か
ら
の
転
作
は
、
部

落
内
で
話
し
あ
い
、
出
来
る
限
り
集

団
化
す
る
方
向
で
お
進
め
く
だ
さ
い
。

　
当
　
a
　
O
誓鞭鱗麟表皿

区　　分 基本額 計
国奨励金 市奨励金

特定作物
　　円
55，㎜

　　円
5，000
　　11
60，㎜

一般作物等 40，㎜ 4，000 44，㎜

管理転作 40，000 2，00〔） 42，000

奨
励
補
助
金

　
国
の
奨
励
補
助
金
の
種
類
と
額
は

昨
年
と
変
り
ま
せ
ん
。
市
で
も
昨
年

と
同
じ
く
国
の
奨
励
金
に
上
乗
せ
を

し
て
、
市
独
自
の
奨
励
金
を
表
皿
の

と
お
り
交
付
し
ま
す
。

水
田
利
用
再
編

　
　
対
策
関
連
施
策

　
奨
励
補
助
金
の
他
に
、
水
田
利
用

再
編
対
策
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め

国
、
県
、
市
で
は
表
W
の
よ
う
な
制

度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
畑
地
化
排
水
用
の
ト
レ
ン

チ
ャ
ー
付
ト
ラ
ク
タ
ー
と
大
豆
の
転

作
を
推
進
す
る
た
め
、
脱
粒
機
、
選

別
機
、
防
除
機
を
導
入
し
、
市
農
協

に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第3種郵便物認可1昭和55年3月10日

水田利用再編対策関連施策
容内

1ha以上♂）小規模畑地転換造成

（排水路、あんき柔排水、客土、整

地、区画整理など〉補助率60（1、，

1ha以上（中、山間地域0．3ha）

ll転作々物び）生産、出荷に必要な機械

施設び）導人補助、補助率1／2

桑苗び）需要に対処し緊急に優良桑苗

び）生産を［笥る

資金び）貸付と利子補給

水田を畑地化するためび）排水用溝堀

1二で1施行区3a以上補助率30（！る

経営資金σ）貸付

（貸付条件10aに！）き1｛）万円、限度

額50万円、利率7．0％、期間2力年

以内

表IV‘小国↑讐紘
　　事　業　名

1、国・県関係

●団体営水田利用再編

　対策基盤整備事業

●県単水田利用再編対

　策基盤整備事業

●水田利用再編特別対

策事業

（11経営近代化施設整備

　事業

〔2〉優良桑苗生産対策事

　業

●農業近代化資金及び

農業改良資金

2、市関係

●市単畑地化転換対策

　事業

●市水田利用再編対策

　特別融資事業

は
四
月
二
十
五
日
ま
で
に
必
ず
補
助

申
請
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
．

申
請
場
所
　
市
内
大
黒
沢
　
十
日
町

　
森
林
組
合
（
3
八
1
』
一
二
五
番
）

申
請
に
必
要
な
も
の
　
対
象
地
の
正

　
確
な
字
名
、
地
番
、
面
積
、
現
地

　
見
取
図
、
印
鑑

農
業
用
軽
油
免
税
証
を

　
　
　
　
お
受
け
く
だ
さ
い

・
芽

　
苦
労
し
て
育
て
て
い
る
大
切
な
杉

林
を
、
思
わ
ぬ
火
災
な
ど
に
突
然
お

そ
わ
れ
て
、
一
瞬
に
し
て
失
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
春
の
乾
燥
季
に
備
え
て
あ
な
た
の

森
林
を
守
る
た
め
に
、
次
に
よ
り
森

林
国
営
保
険
法
に
基
づ
い
た
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

加
入
対
象
　
人
工
林
で
あ
る
こ
と
。

　
た
だ
し
、
県
の
補
助
を
受
け
て
植

林
し
た
も
の
は
、
五
年
生
に
な
る
ま

イ
．
、
の
間
は
す
で
に
加
人
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
に
被
災
さ
れ
た
と
き
は
、

早
目
に
森
林
組
合
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
．

対
象
災
害
　
火
災
ま
た
は
気
象
上
の

原
因
（
雪
は
除
く
）
に
ょ
る
も
の
、

保
険
料
．
保
険
金
（
杉
林
十
ア
ー
ル

　
あ
た
り
）

区分
糸・

林

払込保険料

（契約期間5鯛

保険金額
（臨，嵩動

　年

5
　　　　円
1，796

111，0（㎡i

10 2，246 126，0（X）

15 2，705 163，0（X）

20 2，166 185，000

25 2，409 262，0（X）

30 3，374 366，0（X）

　
例
年
実
施
し
て
い
る
農
業
用
軽
油

の
免
税
証
の
交
付
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
忘

れ
ず
に
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
目
交
付
を
受
け
な
か
っ

た
場
合
、
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

交
付
日
時
　
三
月
二
十
四
日
（
月
）

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

交
付
場
所
　
十
日
町
総
合
庁
舎
第
一

会
議
室

必
要
書
類
　
○
印
鑑
（
共
同
申
請
の

場
合
は
全
員
の
印
鑑
が
必
要
で
す
）

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
　
○
耕
作
面

積
証
明
書
（
農
業
委
員
会
で
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
）
o
使
用
機
械
の

証
明
書
（
所
有
証
明
、
借
用
証
明
）

ま
た
は
納
品
書
等
の
写
（
機
械
の
製

作
所
名
、
名
称
、
型
式
、
馬
力
、
燃

料
消
費
量
等
の
記
入
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
カ
ダ
ロ
グ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）
。

そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
十
日
町
財
務

事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
同
財

務
事
務
所
（
8
七
－
五
五
二
番
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

癖
妻
宅
見
這
そ
ヲ
儲

とおガヨβ』！旨

申
込
方
法
　
対
象
地
の
字
名
、
地
番

樹
種
、
林
齢
、
面
積
を
確
認
し
、
印

鑑
、
保
険
料
を
持
参
し
て
森
林
組
合

（
密
八
圭
±
】
五
番
）
へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

造
林
各
種
補
助
申
請
は

　
四
月
二
十
五
日
ま
で
に

　
今
年
中
に
植
林
や
ド
刈
り
、
除
伐

雪
起
し
な
ど
を
行
う
予
定
の
か
た
は
、

補
助
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

　
森
林
組
合
に
相
談
し
て
、
該
当
者

種
子
も
み
は

　
　
　
毎
年
更
新
を

5

　
米
を
と
り
ま
く
情
勢
が
年
々
き
び

し
く
な
る
中
で
、
ま
だ
ま
だ
多
く
栽

培
さ
れ
て
い
る
ア
キ
ヒ
カ
リ
や
フ
ジ

、
・
、
ノ
リ
な
ど
の
雑
品
種
を
、
　
一
年
も

早
く
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
越
路
早
生
を
中

心
と
し
た
良
質
米
品
種
に
統
一
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
に
、
新
潟
県
種
子

協
会
と
新
潟
県
産
米
改
良
協
会
連
合

会
が
合
併
し
、
現
在
の
新
潟
県
種
子

産
米
改
良
協
会
と
な
り
、
下
部
組
織

と
し
て
十
日
町
市
に
も
、
各
関
係
機

関
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
十
日
町
市

種
子
更
紙
協
議
会
が
発
足
し
、
良
質

米
の
安
定
生
産
が
行
わ
れ
る
よ
う
な

施
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
田

　
種
子
の
更
新
は
な
ぜ
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。
い
く
ら
お
い
し
い
コ
シ

　
五
十
四
年
度

　
　
市
内
品
種
別
作
付
面
積

　
　
　
　
　
リ
2
㎏

　
　
　
　
　
生
（

　
　
　
　
　
カ
4
7

　
　
　
　
　
ヒ
　
　
関

　
　
　
　
　
巧

　
　
　
　
　
積
㎞
　
　
　
臨

　
　
　
　
　
面
9
　
越
路
早
生
乳
弱

　
臓
　
　
付
o
o
　
　
　
－

　
の
7
　
　
　
作
Z
　
　
琉
ウ
～
ノ

　
そ
　
σ
　
　
　
　
　
　
，
塾
伽

噸
騨
　
　
案

　
　
努
．
　
　
鼠
榔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

　五百万石
　　　2，09

アキニシキー

　　0．3％

ヒ
カ
リ
で
も
長
年
自
・
擦
課
敏
し
た
糧
，

子
も
み
を
用
い
て
い
る
と
、
い
つ
の
［

間
に
か
そ
の
晶
種
の
持
り
て
い
る
特

性
が
失
わ
れ
．
殊
も
最
質
も
雑
晶
、

種
に
近
く
な
り
、
そ
の
う
え
、
破
量

に
一
番
影
響
す
る
着
粒
数
も
す
く
な

く
な
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
さ
え
剰

市
場
か
ら
は
晶
質
の
低
下
が
強
く
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
昧
や
贔
蟹
を
維

持
す
る
に
は
採
種
麗
産
の
優
良
種
子

も
み
を
硬
鶏
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
の
現
在
取
瀕
扱
っ
て
い
る
品
種

は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
越
路
早
生
、
越

み
の
り
、
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、
ト
ド
ロ

キ
ワ
セ
、
ア
キ
ニ
シ
キ
、
五
百
万
石
、

こ
が
ね
も
ち
の
八
品
種
に
、
来
年
の

種
用
か
ら
、
雑
晶
種
を
整
理
す
る
た

め
新
潟
早
生
を
加
え
準
備
し
て
い
ま

す
。
　
十
β
町
市
の
種
子
更
新
率
は
年
々

上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
内
容
的
に
み

る
と
偶
人
差
が
あ
り
、
そ
の
平
準
化

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

　
種
子
も
み
は
毎
年
更
新
す
る
の
が

理
想
で
す
。
漁
沼
の
そ
し
て
十
日
町

市
備
米
湾
地
位
を
確
傑
し
、
よ
り
向
上

発
展
懲
愁
婁
藤
療
榛
沸
品
種
の
統
一

　
　
　
　
　
　
　
み

と
穫
予
蟷
み
の
獲
霧
に
努
め
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。



q
q
臥

（4）
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　　　黒

沓
転
作
8
標
面
鎖
冒
灘
弾
呂
雛
皿

五
十
三
年
比
七
十
七
％
増
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
過
去
二
年
問
の
水
田
利
用
再
編
対
策
で
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
、
目
標
を
達
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
、
こ
ざ
い
ま
し
た
．

　
米
を
と
り
ま
く
情
勢
は
依
然
厳
し
く
、
消
費
量
が
年
々
減
少
し
て
い
る

一
方
、
五
十
、
二
、
四
年
と
豊
作
で
、
生
産
調
整
が
百
二
十
一
％
と
全
国
目

標
を
達
成
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
六
百
五
十
万
ト
ン
の
政
府
在
庫
を

か
か
え
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
の
需
給
情
勢
の
中
で
、
国
で
は
、
当
初
予
定
を
変
更
し

第
一
期
、
三
年
間
の
終
了
を
待
た
ず
に
、
五
十
五
年
度
転
作
目
標
面
積
を

五
十
三
万
五
千
診
（
五
十
三
年
度
、
三
十
九
万
千
診
）
と
し
、
こ
れ
に
相
応

す
る
生
産
調
整
量
を
二
百
四
十
五
万
ト
ン
（
五
十
三
年
度
、
百
七
十
万
ト

ン
）
に
決
め
ま
し
た
。

　
県
か
ら
市
に
は
百
九
十
二
、
五
診
（
五
十
三
年
対
比
七
十
七
％
増
）
政

府
買
入
限
度
数
量
は
十
万
五
千
九
百
五
十
四
俵
（
五
十
三
年
対
比
三
千
百

四
十
六
俵
減
）
の
割
り
当
て
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
「
水
田
利
用
再
編

対
策
協
議
会
」
の
決
定
に
も
と
づ
き
、
従
来
の
面
積
要
素
と
実
績
要
素
の

ほ
か
に
新
た
に
銘
柄
米
要
素
を
加
え
、
三
本
立
て
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
配
分
も
農
家
の
皆
さ
ん
の
納
得
い
た
だ
け
る
も
の
で
は
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
か
、
目
標
達
成
の
た
め
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
新
年
度
の
仮
配
分
の
考
え
方
、
配

分
数
値
の
出
し
方
、
奨
励
補
助
金
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
し
い
配
分

　
　
数
値
の
出
し
方

　
仮
配
分
の
数
値
は
次
の
基
準
で

計
算
し
ま
す
。

基
準
面
積
…
…
五
十
五
年
一
月
一
日

現
在
の
土
地
台
帳
、
水
田
面
積
を
基

に
し
て
小
作
契
約
面
積
、
受
委
託
耕

作
面
積
、
土
地
改
良
の
一
時
利
用
地

面
積
、
休
耕
放
置
面
積
、
出
作
、
国

有
地
払
い
さ
げ
面
積
を
農
業
者
個
人

、
こ
と
に
加
除
し
て
基
準
面
積
と
し
ま

す
。出
荷
実
績
…
…
五
十
三
～
五
十
四
年

の
出
荷
実
績
の
ニ
カ
年
平
均
の
出
荷

実
績
数
値
を
使
用
し
ま
す
．

銘
柄
米
要
素
－
…
新
た
に
銘
柄
米
の

出
荷
実
績
を
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
五
十
四
年
産
米
の
銘
柄
「
コ
シ

ヒ
カ
リ
、
越
路
早
生
、
ホ
ウ
ネ
ン
、

越
み
の
り
、
ト
ド
・
キ
、
五
百
万
石
」

、蝿舞襲繭馨酸纏轡犠灘奏濃態度数燈　
よ
　
表
の
出
荷
実
績
数
値
を
加
味
し
ま
す
．

限
度
数
量

〈
う
る
ち
〉
　
基
準
面
積
割
十
％
出

荷
実
績
割
八
＋
七
％
　
銘
柄
米
要
素

三
％
を
組
み
合
せ
て
個
人
別
限
度
数

量
を
算
出
し
ま
す
．

〈
も
ち
〉
　
出
荷
実
績
要
素
の
み
で

算
出
し
ま
す
。

転
作
目
標
面
積
の
配
分

へ
う
る
ち
〉
　
基
準
面
積
割
十
％
と

出
荷
実
績
割
九
十
％
を
組
み
合
せ
て

個
人
別
転
作
目
標
面
積
を
米
の
出
荷

区　　分

転作　目　標面積 事　前　売　渡　限　度　数　量

55年度 53年度
55年度 53年度

差　　　引

面　積 転1乍率 面　積 転作率 減少数 減少率

全　　国
5お，06貯 　018． 391，

　％
13．3
7，850，006 8，300，006 450，006 ％

5．4

新潟県 16，790 9．7 10，180 5．9 621，900 646，100 24，200 3．7

1・日町市 192．5 8．1 109 4．6 6，357．24 6，546 188．76 2．9

霧縞対策蒙施薗整表
　
　
　
ロ

　
　
　
表

実
績
の
あ
る
農
業
者
に
配
分
し
ま
す
。

一
俵
に
つ
き
約
二
十
㎡
で
す
。

〈
も
ち
V
　
出
荷
実
績
一
俵
に
つ
き

十
㎡
を
か
け
て
算
出
さ
れ
た
面
積
を
、

も
ち
の
出
荷
実
績
の
あ
る
農
家
に
配

分
し
ま
す
。

個
人
別
配
分
の
や
り
方

　
、
二
月
二
十
六
日
に
開
催
予
定
の
農

事
連
絡
員
会
議
で
前
記
の
方
法
で
計

算
し
た
限
度
数
量
、
転
作
目
標
面
積

の
個
人
別
明
細
表
を
参
考
資
料
と
し

て
お
渡
し
し
ま
す
の
で
農
事
連
絡
員

さ
ん
を
中
心
に
部
落
間
調
整
を
し
て

く
だ
さ
い
。

期間 実施事項 内　　　　　　容

3月26目 仮配分 農事連絡員会議を開催し、仮

配分をお知らせし、個別配分

を依頼します。

3月26日

　～

4月29日

部落内調整 個々の実情に応じて部落内あ

るいは部落間調整をしていた

だきます。

4月30日 昭和55年度水田

利用再編対策個

人別明細表

転作計画書（確

認野帳）市農林

課提出

調整後び）限度数量と転作面積

を記入した一覧表を提出して

いただきます。転作面積に応

じて、1人1人が転作計画書
を提出していただきます。（提

出がないと補助金を受けられ
ません。）

4月30日 管理転作
（各事業所提出）

農協に管理転作を希望される

方は、r管理転作預託申込書」

を各事業所に提出していたた

きます。

6月 L旬 正式配分 部落調整び）結果をもとにして

正式配分を行います。

6月下旬
　～
7月上旬

現地確認 転作計画書に基づき現地確認

をいたします。

8月中旬

及び

12月ト旬

奨励補助金び）交

付
8月中旬頃概算払い（50％）予定

12月ド旬頃精算払い（50％）予定

転
作
の
実
施
方
法

　
転
作
の
実
施
方
法
、
転
作
計
画
書

の
提
出
、
奨
励
補
助
金
の
交
付
額
、

未
達
成
の
場
合
の
措
置
な
ど
に
つ
い

て
は
、
昨
年
と
同
様
な
方
法
で
実
施

さ
れ
ま
す
．
な
お
、
「
管
理
転
作
」

は
も
う
一
年
、
同
じ
場
所
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
農
事
連
絡
員
さ
ん
を

通
じ
て
お
配
り
す
る
「
昭
和
五
十
五

年
度
水
田
利
用
再
編
対
策
の
要
綱
及

び
栽
培
指
針
」
を
．
こ
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
年
度
か
ら
の
転
作
は
、
部

落
内
で
話
し
あ
い
、
出
来
る
限
り
集

団
化
す
る
方
向
で
お
進
め
く
だ
さ
い
。

　
当
　
a
　
O
誓鞭鱗麟表皿

区　　分 基本額 計
国奨励金 市奨励金

特定作物
　　円
55，㎜

　　円
5，000
　　11
60，㎜

一般作物等 40，㎜ 4，000 44，㎜

管理転作 40，000 2，00〔） 42，000

奨
励
補
助
金

　
国
の
奨
励
補
助
金
の
種
類
と
額
は

昨
年
と
変
り
ま
せ
ん
。
市
で
も
昨
年

と
同
じ
く
国
の
奨
励
金
に
上
乗
せ
を

し
て
、
市
独
自
の
奨
励
金
を
表
皿
の

と
お
り
交
付
し
ま
す
。

水
田
利
用
再
編

　
　
対
策
関
連
施
策

　
奨
励
補
助
金
の
他
に
、
水
田
利
用

再
編
対
策
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め

国
、
県
、
市
で
は
表
W
の
よ
う
な
制

度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
畑
地
化
排
水
用
の
ト
レ
ン

チ
ャ
ー
付
ト
ラ
ク
タ
ー
と
大
豆
の
転

作
を
推
進
す
る
た
め
、
脱
粒
機
、
選

別
機
、
防
除
機
を
導
入
し
、
市
農
協

に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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水田利用再編対策関連施策
容内

1ha以上♂）小規模畑地転換造成

（排水路、あんき柔排水、客土、整

地、区画整理など〉補助率60（1、，

1ha以上（中、山間地域0．3ha）

ll転作々物び）生産、出荷に必要な機械

施設び）導人補助、補助率1／2

桑苗び）需要に対処し緊急に優良桑苗

び）生産を［笥る

資金び）貸付と利子補給

水田を畑地化するためび）排水用溝堀

1二で1施行区3a以上補助率30（！る

経営資金σ）貸付

（貸付条件10aに！）き1｛）万円、限度

額50万円、利率7．0％、期間2力年

以内

表IV‘小国↑讐紘
　　事　業　名

1、国・県関係

●団体営水田利用再編

　対策基盤整備事業

●県単水田利用再編対

　策基盤整備事業

●水田利用再編特別対

策事業

（11経営近代化施設整備

　事業

〔2〉優良桑苗生産対策事

　業

●農業近代化資金及び

農業改良資金

2、市関係

●市単畑地化転換対策

　事業

●市水田利用再編対策

　特別融資事業

は
四
月
二
十
五
日
ま
で
に
必
ず
補
助

申
請
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
．

申
請
場
所
　
市
内
大
黒
沢
　
十
日
町

　
森
林
組
合
（
3
八
1
』
一
二
五
番
）

申
請
に
必
要
な
も
の
　
対
象
地
の
正

　
確
な
字
名
、
地
番
、
面
積
、
現
地

　
見
取
図
、
印
鑑

農
業
用
軽
油
免
税
証
を

　
　
　
　
お
受
け
く
だ
さ
い

・
芽

　
苦
労
し
て
育
て
て
い
る
大
切
な
杉

林
を
、
思
わ
ぬ
火
災
な
ど
に
突
然
お

そ
わ
れ
て
、
一
瞬
に
し
て
失
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
春
の
乾
燥
季
に
備
え
て
あ
な
た
の

森
林
を
守
る
た
め
に
、
次
に
よ
り
森

林
国
営
保
険
法
に
基
づ
い
た
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

加
入
対
象
　
人
工
林
で
あ
る
こ
と
。

　
た
だ
し
、
県
の
補
助
を
受
け
て
植

林
し
た
も
の
は
、
五
年
生
に
な
る
ま

イ
．
、
の
間
は
す
で
に
加
人
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
に
被
災
さ
れ
た
と
き
は
、

早
目
に
森
林
組
合
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
．

対
象
災
害
　
火
災
ま
た
は
気
象
上
の

原
因
（
雪
は
除
く
）
に
ょ
る
も
の
、

保
険
料
．
保
険
金
（
杉
林
十
ア
ー
ル

　
あ
た
り
）

区分
糸・

林

払込保険料

（契約期間5鯛

保険金額
（臨，嵩動

　年

5
　　　　円
1，796

111，0（㎡i

10 2，246 126，0（X）

15 2，705 163，0（X）

20 2，166 185，000

25 2，409 262，0（X）

30 3，374 366，0（X）

　
例
年
実
施
し
て
い
る
農
業
用
軽
油

の
免
税
証
の
交
付
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
忘

れ
ず
に
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
目
交
付
を
受
け
な
か
っ

た
場
合
、
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

交
付
日
時
　
三
月
二
十
四
日
（
月
）

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

交
付
場
所
　
十
日
町
総
合
庁
舎
第
一

会
議
室

必
要
書
類
　
○
印
鑑
（
共
同
申
請
の

場
合
は
全
員
の
印
鑑
が
必
要
で
す
）

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
　
○
耕
作
面

積
証
明
書
（
農
業
委
員
会
で
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
）
o
使
用
機
械
の

証
明
書
（
所
有
証
明
、
借
用
証
明
）

ま
た
は
納
品
書
等
の
写
（
機
械
の
製

作
所
名
、
名
称
、
型
式
、
馬
力
、
燃

料
消
費
量
等
の
記
入
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
カ
ダ
ロ
グ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）
。

そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
十
日
町
財
務

事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
同
財

務
事
務
所
（
8
七
－
五
五
二
番
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

癖
妻
宅
見
這
そ
ヲ
儲

とおガヨβ』！旨

申
込
方
法
　
対
象
地
の
字
名
、
地
番

樹
種
、
林
齢
、
面
積
を
確
認
し
、
印

鑑
、
保
険
料
を
持
参
し
て
森
林
組
合

（
密
八
圭
±
】
五
番
）
へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

造
林
各
種
補
助
申
請
は

　
四
月
二
十
五
日
ま
で
に

　
今
年
中
に
植
林
や
ド
刈
り
、
除
伐

雪
起
し
な
ど
を
行
う
予
定
の
か
た
は
、

補
助
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

　
森
林
組
合
に
相
談
し
て
、
該
当
者

種
子
も
み
は

　
　
　
毎
年
更
新
を

5

　
米
を
と
り
ま
く
情
勢
が
年
々
き
び

し
く
な
る
中
で
、
ま
だ
ま
だ
多
く
栽

培
さ
れ
て
い
る
ア
キ
ヒ
カ
リ
や
フ
ジ

、
・
、
ノ
リ
な
ど
の
雑
品
種
を
、
　
一
年
も

早
く
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
越
路
早
生
を
中

心
と
し
た
良
質
米
品
種
に
統
一
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
に
、
新
潟
県
種
子

協
会
と
新
潟
県
産
米
改
良
協
会
連
合

会
が
合
併
し
、
現
在
の
新
潟
県
種
子

産
米
改
良
協
会
と
な
り
、
下
部
組
織

と
し
て
十
日
町
市
に
も
、
各
関
係
機

関
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
十
日
町
市

種
子
更
紙
協
議
会
が
発
足
し
、
良
質

米
の
安
定
生
産
が
行
わ
れ
る
よ
う
な

施
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
田

　
種
子
の
更
新
は
な
ぜ
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。
い
く
ら
お
い
し
い
コ
シ

　
五
十
四
年
度

　
　
市
内
品
種
別
作
付
面
積

　
　
　
　
　
リ
2
㎏

　
　
　
　
　
生
（

　
　
　
　
　
カ
4
7

　
　
　
　
　
ヒ
　
　
関

　
　
　
　
　
巧

　
　
　
　
　
積
㎞
　
　
　
臨

　
　
　
　
　
面
9
　
越
路
早
生
乳
弱

　
臓
　
　
付
o
o
　
　
　
－

　
の
7
　
　
　
作
Z
　
　
琉
ウ
～
ノ

　
そ
　
σ
　
　
　
　
　
　
，
塾
伽

噸
騨
　
　
案

　
　
努
．
　
　
鼠
榔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

　五百万石
　　　2，09

アキニシキー

　　0．3％

ヒ
カ
リ
で
も
長
年
自
・
擦
課
敏
し
た
糧
，

子
も
み
を
用
い
て
い
る
と
、
い
つ
の
［

間
に
か
そ
の
晶
種
の
持
り
て
い
る
特

性
が
失
わ
れ
．
殊
も
最
質
も
雑
晶
、

種
に
近
く
な
り
、
そ
の
う
え
、
破
量

に
一
番
影
響
す
る
着
粒
数
も
す
く
な

く
な
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
さ
え
剰

市
場
か
ら
は
晶
質
の
低
下
が
強
く
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
昧
や
贔
蟹
を
維

持
す
る
に
は
採
種
麗
産
の
優
良
種
子

も
み
を
硬
鶏
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
の
現
在
取
瀕
扱
っ
て
い
る
品
種

は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
越
路
早
生
、
越

み
の
り
、
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、
ト
ド
ロ

キ
ワ
セ
、
ア
キ
ニ
シ
キ
、
五
百
万
石
、

こ
が
ね
も
ち
の
八
品
種
に
、
来
年
の

種
用
か
ら
、
雑
晶
種
を
整
理
す
る
た

め
新
潟
早
生
を
加
え
準
備
し
て
い
ま

す
。
　
十
β
町
市
の
種
子
更
新
率
は
年
々

上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
内
容
的
に
み

る
と
偶
人
差
が
あ
り
、
そ
の
平
準
化

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

　
種
子
も
み
は
毎
年
更
新
す
る
の
が

理
想
で
す
。
漁
沼
の
そ
し
て
十
日
町

市
備
米
湾
地
位
を
確
傑
し
、
よ
り
向
上

発
展
懲
愁
婁
藤
療
榛
沸
品
種
の
統
一

　
　
　
　
　
　
　
み

と
穫
予
蟷
み
の
獲
霧
に
努
め
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。



O
O
Q
o

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

”
　
市
農
業
委
員
会
（
遠
田
金
市
会
長
）
で
は
、
昨
年
十
月
、
市
内
在
住
”

”
の
農
家
青
年
男
女
全
員
を
対
象
に
「
農
家
青
年
男
女
ア
ン
ケ
ー
－
卜
調
査
」
”

肥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

”
を
、
実
施
し
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗

”
　
こ
の
調
査
は
、
現
在
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
、
農
家
に
生
ま
れ
盟

㎜
育
っ
た
青
年
男
女
が
、
今
の
肇
に
つ
い
て
ど
㌘
－
に
考
え
て
い
る
㎜

膳
か
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
も
の
で
、
焦
点
を
結
婚
観
や
後
継
者
問
題
に
あ
帥

”
て
て
い
表
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胆

膳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

”
　
回
答
は
、
八
百
八
十
五
人
（
回
収
率
、
六
十
一
二
．
八
％
）
の
人
か
ら
”

”
寄
せ
ら
れ
、
士
・
あ
設
問
の
そ
れ
ぞ
れ
に
真
剣
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
”

囎
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

開
㌧
ま
し
た
．
市
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
結
果
を
分
析
し
、
後
継
者
育
騒

”
成
の
た
め
に
具
体
的
な
施
策
を
実
施
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。
　
　
　
　
”

”
　
調
査
結
果
を
、
農
業
に
つ
い
て
と
、
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
の
考
え
”

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

”
方
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

耕作面積一㌻　　譜　、’　　年　齢、

灘難繍1蟹轟。
　　　　　馨羅獄歳
監ha以上　　　　　　　章　　　　　　　3臼～

　購繋　雛畿茄塁）
　　　　　　　あ一　　（女）　24歳
　　　　　　　　　　ZO～つ4歳㌃野満　1、／紅灘謝　
　　　　　　　が　　　　　　　　　　　　　ず　ぎ
　　　　　醸鍵．、§　1　・緯驚
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◎調査期間

　昭和54年10月8昂～20日

◎調査対象者

　市内在住の20歳～35歳未満の

　農家び）独身男女1，385人

◎調査方法

　郵送で配布、回収

鵬業後継者の考え方憾

一農家青年男女アンケート調査から一

農
家
の

　
　
イ
メ
ー
ジ
は

　
農
家
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
労
働
時
間

が
不
規
則
（
三
十
四
・
五
％
）
」
「
現

金
収
入
が
少
な
い
　
（
四
十
五
・
八

％
ご
「
農
業
は
重
労
働
（
．
．
．
レ
一
・

二
％
）
」
　
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
が
多
い
反
面
、
「
生
産
の
喜
び

が
味
え
る
（
十
七
・
』
↓
％
）
」
　
「
時

間
が
自
由
に
な
る
（
十
二
∴
％
）
」

「
家
族
と
一
諸
に
働
け
る
」
　
「
機
械

化
さ
れ
て
仕
事
が
楽
」
と
い
っ
た
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
も
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
、
．
（
一
人
二
つ
の
回
答
で
す
）

農
家
の
嫁
・
婿
に

と
の
話
し
が
あ
っ
た
ら

　
農
家
の
嫁
・
婿
に
と
の
話
が
あ
っ

た
場
合
　

「
行
っ
て
も
よ
い
（
男
、

六
・
九
％
、
女
、
九
・
七
％
）
」
「
行

く
気
が
な
い
（
男
、
』
一
十
九
・
九
％
、

女
、
、
、
．
十
・
圧
％
）
」
　
「
条
件
に
よ

る
（
男
、
十
九
・
二
％
、
女
、
十
九
・

丘
％
）
」
　
「
相
手
し
だ
い
（
男
、
一
』

十
四
％
、
女
、
四
十
・
三
％
）
」
　
と

の
反
応
が
示
さ
れ
、
男
、
女
と
も
条

件
や
、
相
手
し
だ
い
で
三
分
の
二
の

人
が
農
家
の
後
継
者
に
な
っ
て
も
良

い
と
匁
・
え
て
い
ま
し
た
。
　
「
行
く
気

が
な
い
」
と
答
え
た
人
の
理
由
は
男

で
「
農
業
が
嫌
い
だ
か
ら
」
　
「
収
入

が
安
定
し
て
い
な
い
」
　
「
経
験
や
知

識
が
な
い
」
が
上
位
を
し
め
、
女
で

は
「
農
業
が
嫌
い
だ
か
ら
」
　
「
嫁
の

苦
労
を
み
て
い
る
か
ら
」
　
「
収
入
が

安
定
し
て
い
な
い
」
が
主
な
理
由
で

し
た
。

　
農
家
の
後
継
者
に
な
る
条
件
は
、

男
で
「
結
婚
後
も
勤
め
に
出
れ
る
こ

と
」
　
「
兼
業
農
家
で
あ
る
こ
と
」
「
経

営
を
ま
か
し
て
く
れ
て
、
専
業
農
家

イ
．
、
あ
る
こ
と
」
を
望
み
、
女
で
は
「
結

婚
後
も
勤
め
ら
れ
る
こ
と
」
　
「
兼
業

農
家
で
あ
る
こ
と
」
　
「
農
業
を
手
伝

わ
な
く
と
も
よ
い
こ
と
」
を
望
ん
で

い
ま
す
。

　
結
婚
相
手
の
条
件
は
、
男
女
と
も

「
人
柄
が
良
く
信
頼
、
尊
敬
で
き
る

こ
と
」
　
「
家
族
の
人
柄
」
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

織
灘
麟
、
－
驚
㎝

　　婁・濡・、職業
叢　墾　、轡、じ、／　　灘

　　徽　　　　　　　麟
繕
．
灘
　 茎び）他

鐙、賢　蝋

叢一鰹誌人　　喫
驚　　　蛎　　　　社
蕪、1農業躍、鳩人激28、畏

縣　　　60入

轟　糖　　　　公務員
讐　　・　　　団体震員

灘．，撫　　蹴

蒙灘

　　　　　　卿　　　　　　’　　　　　一　　　　　雪　　　　　ρ　　　　一　　　　一　　　　ρ　　　一　　　一　　4　　一　　曽　ρ　一
僧碑

、ミ兼業・専業

欝灘’纏「、

蟻
ギ雛

　
　
　
　
テ
ぎ
ゑ
ヂ
ド
　
さ
チ
　
を
　
　
ア
ゑ
ヘ
サ
き
　
ぬ
ト

結
婚
相
手
は

　
ど
う
し
て
み
つ
け
る

　
結
婚
相
手
は
、
男
女
と
も
約
七
十

％
の
人
が
「
自
分
が
直
接
知
り
合
う
」

と
答
え
、
約
二
十
％
の
人
が
、
「
知
人

や
親
戚
の
紹
介
」
を
期
待
し
、
男
で

、
』
十
九
人
、
女
で
二
十
↓
、
一
人
の
人
が

「
公
的
機
関
な
ど
の
紹
介
を
利
用
し
た

い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て

ロ

御
　
〈
男
子
〉

㎝岬
◎
規
模
拡
大
す
る
な
ど
近
代
化
し
て

佃
一
増
収
を
は
か
る
べ
き
だ
。

曜
佃
◎
若
者
の
中
に
も
農
業
を
や
り
た
い

㎜岬
と
思
う
気
持
ち
は
あ
る
が
、
今
の
状

佃
｝
態
の
農
業
は
貧
困
す
ぎ
る
．

岬
帝
◎
農
業
も
サ
ラ
リ
ー
マ
・

ロ

一
農
業
だ
け
違
う
目
で
見
る
こ
と
が
問

拍
脚
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ロ

一
◎
農
業
の
機
械
化
を
言
う
だ
け
で
な

ロ

叫
く
、
会
社
員
の
よ
う
に
勤
務
時
間
を

皿
午
前
八
時
～
午
後
五
時
に
す
る
と
か

ロ

申
別
の
面
か
ら
も
考
え
て
み
た
ら
．

佃。一

◎
農
業
も
今
は
近
代
化
さ
れ
て
、
専

曜
佃
業
農
家
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
重
労
働
で

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
ヤ

岬
は
な
く
な
・
て
し
る
し
、
兼
業
農
家

齢
｝
で
は
嫁
は
そ
れ
ほ
ど
農
業
を
し
な
く

可
佃
で
、
も
良
い
状
態
な
の
で
そ
う
い
う
点

一一
を
P
R
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

佃
皿
◎
農
業
を
や
る
人
が
い
な
く
な
っ
た

剛
｛
ら
大
変
な
こ
と
な
の
に
、
い
ざ
自
分

　

剛
が
農
業
を
や
る
と
な
る
と
敬
遠
し
て

一
｝
し
ま
う
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

岬
｛
◎
出
稼
ぎ
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な

ぴ

一
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

佃
◎
冬
期
の
半
年
問
の
空
白
の
収
入
の

ロ

申
道
を
開
い
て
も
ら
い
た
い
。
無
雪
化

佃一。

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
．

一
”
◎
農
業
は
他
の
業
種
か
ら
み
て
、
び

ロロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
ヤ

曜
と
つ
下
だ
と
田
裳
て
し
る
人
が
多
い

佃一一

と
思
う
が
、
職
業
に
上
下
の
差
が
あ

噌

－
も
皆
一
緒
、
た っ

て
は
な
ら
な
い
。

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
料
が
年
々
昇

給
し
て
い
る
の
に
、
米
価
は
上
ら
ず
、

農
機
具
の
価
格
は
高
騰
し
、
機
械
化

貧
乏
に
な
っ
て
し
ま
う
．
政
府
は
農

業
政
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

◎
農
業
の
重
要
性
を
も
っ
と
若
者
に

わ
か
っ
て
も
ら
い
、
も
っ
と
う
ま
い

米
づ
く
り
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り

◎
山
村
農
業
の
実
態
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
。

◎
専
業
農
家
は
規
模
拡
大
（
十
診
以

上
）
と
機
械
化
、
圃
場
の
整
備
を
し
、

労
力
の
省
力
化
を
図
り
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
的
農
業
を
や
れ
ば
、
問
題
解
決

に
な
る
だ
ろ
う
。

◎
両
親
が
農
業
の
将
来
に
不
安
を
も

ち
、
長
男
を
他
の
産
業
に
就
職
さ
せ

て
い
る
．
そ
ん
な
考
え
が
、
農
業
に

対
す
る
若
者
の
希
望
の
芽
も
つ
み
と

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

◎
個
人
経
営
か
ら
共
同
経
営
へ
の
転

換
を
指
導
す
べ
き
だ
。

◎
最
近
の
若
者
は
極
端
に
農
業
を
嫌

う
が
、
親
子
夫
婦
一
緒
に
働
け
る
こ

と
が
、
ど
れ
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
明
る
い

家
庭
づ
く
り
に
ど
れ
ほ
ど
役
立
つ
か

若
者
同
志
に
教
え
て
や
り
た
い
。

〈
女
子
〉

◎
重
労
働
で
収
入
が
不
安
定
な
面
も

あ
る
が
、
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
て
良
い
。
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公
的
機
関
が

出
合
い
の
場
を
設
け
た
ら

　
市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
が
、
パ

ー
テ
で
な
ど
の
出
合
い
の
場
を
設
け

た
ら
、
全
体
で
百
圧
卜
八
人
の
人
が

「
出
席
す
る
」
と
答
え
、
丙
容
に
ょ

り
出
席
す
る
」
と
答
え
た
人
が
圧
百

人
以
上
い
ま
し
た
．
「
出
席
し
な
い
」

と
答
え
た
人
は
百
九
十
．
、
．
人
で
し
た
。

　
「
出
席
」
や
「
内
容
に
ょ
り
出
席
」

と
答
え
た
人
達
は
「
キ
ャ
ン
プ
、
ハ

イ
キ
ン
グ
」
を
四
十
％
の
人
が
望
み
、

次
に
「
ス
ポ
ー
ツ
」
　
「
パ
ー
テ
ィ
」

「
旅
行
」
と
続
き
、
こ
の
傾
向
は
、

男
女
と
も
同
じ
で
し
た
．
そ
の
他
に

も
、
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
や
「
集

団
見
合
」
を
望
む
意
見
も
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

「
欠
席
」
と
答
え
た
人
達
は
、
「
公
的

機
関
の
力
は
必
要
と
し
な
い
」
　
「
公

的
機
関
が
主
催
す
る
の
は
堅
苦
し

い
」
　
「
恥
ず
か
し
い
」
を
理
由
に
あ

げ
、
こ
れ
も
男
女
と
も
同
じ
傾
向
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

配
偶
者
不
足
の

　
　
　
解
決
方
法
は

　
農
家
の
配
偶
者
不
足
の
解
決
方
法

を
、
男
で
は
、
　
「
農
業
収
入
の
増
大

を
図
る
こ
と
（
二
十
四
・
七
％
）
」

が
一
位
で
、
以
ド
「
男
女
の
交
流
の

場
な
ど
を
作
る
　
（
二
十
一
・
．
二
％
）
」

「
農
業
を
近
代
化
す
る
（
十
八
・
○

％
）
」
　
「
農
業
の
重
要
性
と
良
さ
を
．

P
R
す
る
（
十
四
・
八
％
）
」
　
「
個

人
的
な
問
題
だ
か
ら
特
別
な
措
置
は

必
要
な
い
（
十
四
二
二
％
）
」
と
続

き
ま
し
た
。
一
方
、
女
で
は
、
　
「
男

女
の
交
流
の
場
を
作
る
（
二
十
］
・

七
％
）
」
が
一
位
で
、
以
ド
同
じ
よ

う
な
比
率
で
「
農
業
の
良
さ
を
P
R

す
る
」
　
「
農
業
を
近
代
化
す
る
」
　
「
農

業
収
入
の
増
大
を
は
か
る
」
　
「
個
人

的
問
題
」
が
続
き
ま
し
た
。

　
男
女
交
流
の
機
会
を
多
く
作
り
、

農
業
の
地
位
の
向
上
を
め
ざ
す
地
道

な
努
力
が
、
配
偶
者
（
後
継
者
）
問

題
の
解
決
方
法
で
あ
る
こ
と
が
読
み

と
れ
ま
す
。

調
査
結
果
を
も
と
に
農
業
委
員
会
か
ら

働

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
農
業
就
業
改

善
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
農
業
後

継
者
の
育
成
を
め
ざ
し
、
農
家
青
年

男
女
の
意
識
を
調
査
し
た
も
の
で
す
．

　
多
く
の
か
た
か
ら
．
こ
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
は

厳
し
く
、
農
業
後
継
者
の
不
足
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
農

業
イ
〔
、
生
き
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
多

く
の
青
年
の
真
剣
な
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
農
業
後
継
者
の
配
偶
者

問
題
は
、
す
ぐ
に
解
決
さ
れ
る
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
女
性
の
約

八
十
％
の
人
が
、
「
人
柄
が
良
く
信

頼
、
尊
敬
で
き
る
人
」
が
結
婚
の
第

三、．一＿蝿醜

一
条
件
だ
と
答
え
て
お
り
、
農
業
経

営
の
改
善
、
充
実
と
と
も
に
、
お
互

い
の
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
解
決
で
き

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
「
出
合
い
の
場
を
設
け
た

ら
」
企
画
に
よ
っ
て
は
七
十
五
％
の

人
が
出
席
す
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
．

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
調
査

結
果
を
ふ
ま
え
、
今
後
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
、
キ

ャ
ン
プ
や
パ
ー
テ
ィ
、
座
談
会
な
ど

の
若
者
の
交
流
の
場
、
め
ぐ
り
合
い

の
場
を
設
け
て
い
く
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
結
果
報
告
書
は
、
農

業
委
員
会
、
各
地
区
公
民
館
に
備
え

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　ふるさとのなまりなつかし
　　　　一第1回出稼ぎ農業者東京集会一

　市内かρ）、冬期間、出稼ぎに行っている人達は、

約1，000人です。市では、この人達の中かド）、職安

を通して、東京方面で働いている人を対象に、2月

24日、上野駅近くのr上野法華クラブ」で、「第1

回、出稼ぎ農業者東京集会」を開き50人が参加し

ました。地元からも諸里市長、樋口農協組合長、

遠田農業委員会会長らが出席し、新年度予算（案）

のあρ）ましゃ、水田再編対策の取り組みなどを説

明しました。参加者からはr山間部の除雪を特に

頼みます」「道路改良を早くしてください」といっ

た要望が出され、中でも「県が東京事務所に置い

ている出稼ぎ相談員は日曜が休みなび）で相談しに

くい。なんとかして」という要望には、早速県と

連絡をとり、各事業所に相談員から直接出向いて

もらうことになりました。

　東京の空の下で、魚沼弁でゆっくり懇談できる

この集会、出稼ぎ者には大変好評だったようです。

　　　講演会のお知らせ
日時　3月23日（日）午前10時半～12時

会場　十日町市公民館

演題　　「農村青年の生き方」

講師　前新潟県専門技術員　田辺ヨネ氏

　※　入場無料です．

◎
農
業
の
近
代
化
が
必
要
と
思
う
と

と
も
に
、
冬
期
に
も
出
稼
ぎ
な
ど
を

し
な
い
で
済
む
対
策
が
あ
れ
ば
。

◎
農
業
に
対
し
て
明
る
い
イ
メ
ー
ジ

◎
市
の
農
業
の
場
合
、
農
業
以
外
の

環
境
の
悪
さ
が
問
題
に
な
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
そ
う
い
う
点
を
行
政

の
力
で
解
決
し
て
。

◎
小
さ
い
時
か
ら
、
農
業
は
イ
ヤ
だ

と
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

’
が
必
要
な
の
で
は
。

’ダ

農
家
の
嫁
、
婿
（
後
継
者
）

　
　
　
問
題
に
つ
い
て

皿
　
〈
男
子
〉

可
御
◎
結
婚
問
題
を
積
極
的
に
支
援
し
て

一一
ほ
し
い
。

佃
一
◎
相
手
は
、
少
し
で
も
農
業
経
験
の

可
｝
あ
る
苦
労
し
て
き
た
女
性
が
良
い
．

コ

可
◎
公
的
機
関
で
出
合
い
の
場
を
も
つ

御
㎜
べ
き
だ
。
ま
た
、
結
婚
銀
行
を
作
っ
、

一
佃
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

一岬
◎
十
日
町
近
辺
に
は
、
若
者
が
安
心

”
一
し
て
働
け
る
職
場
が
す
く
な
い
た
め
、

岬
申
若
者
の
人
数
が
少
な
く
、
配
偶
者
不

し

碗
足
が
叫
ば
れ
て
い
る
の
で
は
。

胸
卸
◎
配
偶
者
問
題
は
個
人
的
な
問
題
だ

　

｝
と
思
う
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
取

コ

一
り
あ
げ
て
、
問
題
を
大
げ
さ
に
騒
ぎ

一
す
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
こ
れ

ロ

岬
は
逆
効
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

叫
◎
農
業
を
や
っ
て
い
る
老
若
男
女
の

一
伽
広
場
を
設
け
、
お
互
い
に
農
業
を
語

ロ

申
り
あ
う
場
を
企
画
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
◎
農
業
に
対
し
て
百
姓
と
い
う
封
建

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
除
く
と
と
も

に
、
希
望
の
も
て
る
農
業
政
策
、
農

業
指
導
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
後
継

者
問
題
も
、
嫁
不
足
も
解
消
さ
れ
な

い
と
思
う
。

◎
山
間
地
に
は
工
場
が
な
い
た
め
、

就
職
口
が
な
い
の
で
、
い
ざ
結
婚
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
男
女
と
も
考
え

て
し
ま
い
ま
す
．
不
況
の
中
で
も
生

き
て
ゆ
け
る
町
っ
く
り
、
村
づ
く
り

を
し
な
け
れ
ば
若
い
人
も
定
着
せ
ず
、

嫁
話
も
深
刻
な
問
題
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
〈
女
子
〉

◎
私
は
、
田
植
え
と
稲
刈
の
時
し
か

手
伝
っ
て
い
な
い
の
で
農
家
の
配
偶

者
と
言
っ
て
も
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
，

◎
好
き
な
人
で
あ
れ
ば
、
農
業
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

◎
農
業
を
仕
方
な
く
や
る
．
家
を
継

ぐ
た
め
に
や
る
と
い
う
意
識
が
あ
る

と
女
性
は
つ
い
て
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
農
業
を
愛
し
て
進
ん
で
や
る

人
で
な
け
れ
ば
。

◎
結
婚
は
家
と
一
緒
に
な
る
の
で
は

だ
か
ら
、
農
業
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ

う
と
、
自
分
で
良
い
人
だ
と
思
え
ば

よ
ほ
ど
悪
い
条
件
で
な
け
れ
ば
行
く

と
思
い
ま
す
．

◎
農
家
も
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
、

学
習
や
行
事
な
ど
交
流
の
場
が
あ
っ

た
ら
良
い
と
思
う
。

◎
農
家
の
嫁
が
な
い
と
聞
く
が
、
特

に
農
業
だ
か
ら
と
考
え
る
の
は
お
か

し
い
。

◎
嫁
探
し
よ
り
、
恋
愛
を
す
る
と
い

う
気
持
ち
が
大
切
な
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

な
く
、
好
き
な
人
と
一
緒
に
な
る
の
．
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ほ

”
　
市
農
業
委
員
会
（
遠
田
金
市
会
長
）
で
は
、
昨
年
十
月
、
市
内
在
住
”

”
の
農
家
青
年
男
女
全
員
を
対
象
に
「
農
家
青
年
男
女
ア
ン
ケ
ー
－
卜
調
査
」
”

肥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

”
を
、
実
施
し
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗

”
　
こ
の
調
査
は
、
現
在
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
、
農
家
に
生
ま
れ
盟

㎜
育
っ
た
青
年
男
女
が
、
今
の
肇
に
つ
い
て
ど
㌘
－
に
考
え
て
い
る
㎜

膳
か
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
も
の
で
、
焦
点
を
結
婚
観
や
後
継
者
問
題
に
あ
帥

”
て
て
い
表
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胆

膳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

”
　
回
答
は
、
八
百
八
十
五
人
（
回
収
率
、
六
十
一
二
．
八
％
）
の
人
か
ら
”

”
寄
せ
ら
れ
、
士
・
あ
設
問
の
そ
れ
ぞ
れ
に
真
剣
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
”

囎
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

開
㌧
ま
し
た
．
市
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
結
果
を
分
析
し
、
後
継
者
育
騒

”
成
の
た
め
に
具
体
的
な
施
策
を
実
施
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。
　
　
　
　
”

”
　
調
査
結
果
を
、
農
業
に
つ
い
て
と
、
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
の
考
え
”

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

”
方
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

耕作面積一㌻　　譜　、’　　年　齢、

灘難繍1蟹轟。
　　　　　馨羅獄歳
監ha以上　　　　　　　章　　　　　　　3臼～

　購繋　雛畿茄塁）
　　　　　　　あ一　　（女）　24歳
　　　　　　　　　　ZO～つ4歳㌃野満　1、／紅灘謝　
　　　　　　　が　　　　　　　　　　　　　ず　ぎ
　　　　　醸鍵．、§　1　・緯驚

雨
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とおガ辞3第3種郵便物認可1昭和55年3月10日

◎調査期間

　昭和54年10月8昂～20日

◎調査対象者

　市内在住の20歳～35歳未満の

　農家び）独身男女1，385人

◎調査方法

　郵送で配布、回収

鵬業後継者の考え方憾

一農家青年男女アンケート調査から一

農
家
の

　
　
イ
メ
ー
ジ
は

　
農
家
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
労
働
時
間

が
不
規
則
（
三
十
四
・
五
％
）
」
「
現

金
収
入
が
少
な
い
　
（
四
十
五
・
八

％
ご
「
農
業
は
重
労
働
（
．
．
．
レ
一
・

二
％
）
」
　
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
が
多
い
反
面
、
「
生
産
の
喜
び

が
味
え
る
（
十
七
・
』
↓
％
）
」
　
「
時

間
が
自
由
に
な
る
（
十
二
∴
％
）
」

「
家
族
と
一
諸
に
働
け
る
」
　
「
機
械

化
さ
れ
て
仕
事
が
楽
」
と
い
っ
た
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
も
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
、
．
（
一
人
二
つ
の
回
答
で
す
）

農
家
の
嫁
・
婿
に

と
の
話
し
が
あ
っ
た
ら

　
農
家
の
嫁
・
婿
に
と
の
話
が
あ
っ

た
場
合
　

「
行
っ
て
も
よ
い
（
男
、

六
・
九
％
、
女
、
九
・
七
％
）
」
「
行

く
気
が
な
い
（
男
、
』
一
十
九
・
九
％
、

女
、
、
、
．
十
・
圧
％
）
」
　
「
条
件
に
よ

る
（
男
、
十
九
・
二
％
、
女
、
十
九
・

丘
％
）
」
　
「
相
手
し
だ
い
（
男
、
一
』

十
四
％
、
女
、
四
十
・
三
％
）
」
　
と

の
反
応
が
示
さ
れ
、
男
、
女
と
も
条

件
や
、
相
手
し
だ
い
で
三
分
の
二
の

人
が
農
家
の
後
継
者
に
な
っ
て
も
良

い
と
匁
・
え
て
い
ま
し
た
。
　
「
行
く
気

が
な
い
」
と
答
え
た
人
の
理
由
は
男

で
「
農
業
が
嫌
い
だ
か
ら
」
　
「
収
入

が
安
定
し
て
い
な
い
」
　
「
経
験
や
知

識
が
な
い
」
が
上
位
を
し
め
、
女
で

は
「
農
業
が
嫌
い
だ
か
ら
」
　
「
嫁
の

苦
労
を
み
て
い
る
か
ら
」
　
「
収
入
が

安
定
し
て
い
な
い
」
が
主
な
理
由
で

し
た
。

　
農
家
の
後
継
者
に
な
る
条
件
は
、

男
で
「
結
婚
後
も
勤
め
に
出
れ
る
こ

と
」
　
「
兼
業
農
家
で
あ
る
こ
と
」
「
経

営
を
ま
か
し
て
く
れ
て
、
専
業
農
家

イ
．
、
あ
る
こ
と
」
を
望
み
、
女
で
は
「
結

婚
後
も
勤
め
ら
れ
る
こ
と
」
　
「
兼
業

農
家
で
あ
る
こ
と
」
　
「
農
業
を
手
伝

わ
な
く
と
も
よ
い
こ
と
」
を
望
ん
で

い
ま
す
。

　
結
婚
相
手
の
条
件
は
、
男
女
と
も

「
人
柄
が
良
く
信
頼
、
尊
敬
で
き
る

こ
と
」
　
「
家
族
の
人
柄
」
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

織
灘
麟
、
－
驚
㎝

　　婁・濡・、職業
叢　墾　、轡、じ、／　　灘

　　徽　　　　　　　麟
繕
．
灘
　 茎び）他

鐙、賢　蝋

叢一鰹誌人　　喫
驚　　　蛎　　　　社
蕪、1農業躍、鳩人激28、畏

縣　　　60入

轟　糖　　　　公務員
讐　　・　　　団体震員

灘．，撫　　蹴

蒙灘

　　　　　　卿　　　　　　’　　　　　一　　　　　雪　　　　　ρ　　　　一　　　　一　　　　ρ　　　一　　　一　　4　　一　　曽　ρ　一
僧碑

、ミ兼業・専業

欝灘’纏「、

蟻
ギ雛

　
　
　
　
テ
ぎ
ゑ
ヂ
ド
　
さ
チ
　
を
　
　
ア
ゑ
ヘ
サ
き
　
ぬ
ト

結
婚
相
手
は

　
ど
う
し
て
み
つ
け
る

　
結
婚
相
手
は
、
男
女
と
も
約
七
十

％
の
人
が
「
自
分
が
直
接
知
り
合
う
」

と
答
え
、
約
二
十
％
の
人
が
、
「
知
人

や
親
戚
の
紹
介
」
を
期
待
し
、
男
で

、
』
十
九
人
、
女
で
二
十
↓
、
一
人
の
人
が

「
公
的
機
関
な
ど
の
紹
介
を
利
用
し
た

い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て

ロ

御
　
〈
男
子
〉

㎝岬
◎
規
模
拡
大
す
る
な
ど
近
代
化
し
て

佃
一
増
収
を
は
か
る
べ
き
だ
。

曜
佃
◎
若
者
の
中
に
も
農
業
を
や
り
た
い

㎜岬
と
思
う
気
持
ち
は
あ
る
が
、
今
の
状

佃
｝
態
の
農
業
は
貧
困
す
ぎ
る
．

岬
帝
◎
農
業
も
サ
ラ
リ
ー
マ
・

ロ

一
農
業
だ
け
違
う
目
で
見
る
こ
と
が
問

拍
脚
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ロ

一
◎
農
業
の
機
械
化
を
言
う
だ
け
で
な

ロ

叫
く
、
会
社
員
の
よ
う
に
勤
務
時
間
を

皿
午
前
八
時
～
午
後
五
時
に
す
る
と
か

ロ

申
別
の
面
か
ら
も
考
え
て
み
た
ら
．

佃。一

◎
農
業
も
今
は
近
代
化
さ
れ
て
、
専

曜
佃
業
農
家
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
重
労
働
で

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
ヤ

岬
は
な
く
な
・
て
し
る
し
、
兼
業
農
家

齢
｝
で
は
嫁
は
そ
れ
ほ
ど
農
業
を
し
な
く

可
佃
で
、
も
良
い
状
態
な
の
で
そ
う
い
う
点

一一
を
P
R
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

佃
皿
◎
農
業
を
や
る
人
が
い
な
く
な
っ
た

剛
｛
ら
大
変
な
こ
と
な
の
に
、
い
ざ
自
分

　

剛
が
農
業
を
や
る
と
な
る
と
敬
遠
し
て

一
｝
し
ま
う
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

岬
｛
◎
出
稼
ぎ
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な

ぴ

一
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

佃
◎
冬
期
の
半
年
問
の
空
白
の
収
入
の

ロ

申
道
を
開
い
て
も
ら
い
た
い
。
無
雪
化

佃一。

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
．

一
”
◎
農
業
は
他
の
業
種
か
ら
み
て
、
び

ロロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
ヤ

曜
と
つ
下
だ
と
田
裳
て
し
る
人
が
多
い

佃一一

と
思
う
が
、
職
業
に
上
下
の
差
が
あ

噌

－
も
皆
一
緒
、
た っ

て
は
な
ら
な
い
。

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
料
が
年
々
昇

給
し
て
い
る
の
に
、
米
価
は
上
ら
ず
、

農
機
具
の
価
格
は
高
騰
し
、
機
械
化

貧
乏
に
な
っ
て
し
ま
う
．
政
府
は
農

業
政
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

◎
農
業
の
重
要
性
を
も
っ
と
若
者
に

わ
か
っ
て
も
ら
い
、
も
っ
と
う
ま
い

米
づ
く
り
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り

◎
山
村
農
業
の
実
態
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
。

◎
専
業
農
家
は
規
模
拡
大
（
十
診
以

上
）
と
機
械
化
、
圃
場
の
整
備
を
し
、

労
力
の
省
力
化
を
図
り
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
的
農
業
を
や
れ
ば
、
問
題
解
決

に
な
る
だ
ろ
う
。

◎
両
親
が
農
業
の
将
来
に
不
安
を
も

ち
、
長
男
を
他
の
産
業
に
就
職
さ
せ

て
い
る
．
そ
ん
な
考
え
が
、
農
業
に

対
す
る
若
者
の
希
望
の
芽
も
つ
み
と

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

◎
個
人
経
営
か
ら
共
同
経
営
へ
の
転

換
を
指
導
す
べ
き
だ
。

◎
最
近
の
若
者
は
極
端
に
農
業
を
嫌

う
が
、
親
子
夫
婦
一
緒
に
働
け
る
こ

と
が
、
ど
れ
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
明
る
い

家
庭
づ
く
り
に
ど
れ
ほ
ど
役
立
つ
か

若
者
同
志
に
教
え
て
や
り
た
い
。

〈
女
子
〉

◎
重
労
働
で
収
入
が
不
安
定
な
面
も

あ
る
が
、
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
て
良
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
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公
的
機
関
が

出
合
い
の
場
を
設
け
た
ら

　
市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
が
、
パ

ー
テ
で
な
ど
の
出
合
い
の
場
を
設
け

た
ら
、
全
体
で
百
圧
卜
八
人
の
人
が

「
出
席
す
る
」
と
答
え
、
丙
容
に
ょ

り
出
席
す
る
」
と
答
え
た
人
が
圧
百

人
以
上
い
ま
し
た
．
「
出
席
し
な
い
」

と
答
え
た
人
は
百
九
十
．
、
．
人
で
し
た
。

　
「
出
席
」
や
「
内
容
に
ょ
り
出
席
」

と
答
え
た
人
達
は
「
キ
ャ
ン
プ
、
ハ

イ
キ
ン
グ
」
を
四
十
％
の
人
が
望
み
、

次
に
「
ス
ポ
ー
ツ
」
　
「
パ
ー
テ
ィ
」

「
旅
行
」
と
続
き
、
こ
の
傾
向
は
、

男
女
と
も
同
じ
で
し
た
．
そ
の
他
に

も
、
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
や
「
集

団
見
合
」
を
望
む
意
見
も
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

「
欠
席
」
と
答
え
た
人
達
は
、
「
公
的

機
関
の
力
は
必
要
と
し
な
い
」
　
「
公

的
機
関
が
主
催
す
る
の
は
堅
苦
し

い
」
　
「
恥
ず
か
し
い
」
を
理
由
に
あ

げ
、
こ
れ
も
男
女
と
も
同
じ
傾
向
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

配
偶
者
不
足
の

　
　
　
解
決
方
法
は

　
農
家
の
配
偶
者
不
足
の
解
決
方
法

を
、
男
で
は
、
　
「
農
業
収
入
の
増
大

を
図
る
こ
と
（
二
十
四
・
七
％
）
」

が
一
位
で
、
以
ド
「
男
女
の
交
流
の

場
な
ど
を
作
る
　
（
二
十
一
・
．
二
％
）
」

「
農
業
を
近
代
化
す
る
（
十
八
・
○

％
）
」
　
「
農
業
の
重
要
性
と
良
さ
を
．

P
R
す
る
（
十
四
・
八
％
）
」
　
「
個

人
的
な
問
題
だ
か
ら
特
別
な
措
置
は

必
要
な
い
（
十
四
二
二
％
）
」
と
続

き
ま
し
た
。
一
方
、
女
で
は
、
　
「
男

女
の
交
流
の
場
を
作
る
（
二
十
］
・

七
％
）
」
が
一
位
で
、
以
ド
同
じ
よ

う
な
比
率
で
「
農
業
の
良
さ
を
P
R

す
る
」
　
「
農
業
を
近
代
化
す
る
」
　
「
農

業
収
入
の
増
大
を
は
か
る
」
　
「
個
人

的
問
題
」
が
続
き
ま
し
た
。

　
男
女
交
流
の
機
会
を
多
く
作
り
、

農
業
の
地
位
の
向
上
を
め
ざ
す
地
道

な
努
力
が
、
配
偶
者
（
後
継
者
）
問

題
の
解
決
方
法
で
あ
る
こ
と
が
読
み

と
れ
ま
す
。

調
査
結
果
を
も
と
に
農
業
委
員
会
か
ら

働

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
農
業
就
業
改

善
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
農
業
後

継
者
の
育
成
を
め
ざ
し
、
農
家
青
年

男
女
の
意
識
を
調
査
し
た
も
の
で
す
．

　
多
く
の
か
た
か
ら
．
こ
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
は

厳
し
く
、
農
業
後
継
者
の
不
足
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
農

業
イ
〔
、
生
き
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
多

く
の
青
年
の
真
剣
な
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
農
業
後
継
者
の
配
偶
者

問
題
は
、
す
ぐ
に
解
決
さ
れ
る
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
女
性
の
約

八
十
％
の
人
が
、
「
人
柄
が
良
く
信

頼
、
尊
敬
で
き
る
人
」
が
結
婚
の
第

三、．一＿蝿醜

一
条
件
だ
と
答
え
て
お
り
、
農
業
経

営
の
改
善
、
充
実
と
と
も
に
、
お
互

い
の
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
解
決
で
き

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
「
出
合
い
の
場
を
設
け
た

ら
」
企
画
に
よ
っ
て
は
七
十
五
％
の

人
が
出
席
す
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
．

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
調
査

結
果
を
ふ
ま
え
、
今
後
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
、
キ

ャ
ン
プ
や
パ
ー
テ
ィ
、
座
談
会
な
ど

の
若
者
の
交
流
の
場
、
め
ぐ
り
合
い

の
場
を
設
け
て
い
く
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
結
果
報
告
書
は
、
農

業
委
員
会
、
各
地
区
公
民
館
に
備
え

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　ふるさとのなまりなつかし
　　　　一第1回出稼ぎ農業者東京集会一

　市内かρ）、冬期間、出稼ぎに行っている人達は、

約1，000人です。市では、この人達の中かド）、職安

を通して、東京方面で働いている人を対象に、2月

24日、上野駅近くのr上野法華クラブ」で、「第1

回、出稼ぎ農業者東京集会」を開き50人が参加し

ました。地元からも諸里市長、樋口農協組合長、

遠田農業委員会会長らが出席し、新年度予算（案）

のあρ）ましゃ、水田再編対策の取り組みなどを説

明しました。参加者からはr山間部の除雪を特に

頼みます」「道路改良を早くしてください」といっ

た要望が出され、中でも「県が東京事務所に置い

ている出稼ぎ相談員は日曜が休みなび）で相談しに

くい。なんとかして」という要望には、早速県と

連絡をとり、各事業所に相談員から直接出向いて

もらうことになりました。

　東京の空の下で、魚沼弁でゆっくり懇談できる

この集会、出稼ぎ者には大変好評だったようです。

　　　講演会のお知らせ
日時　3月23日（日）午前10時半～12時

会場　十日町市公民館

演題　　「農村青年の生き方」

講師　前新潟県専門技術員　田辺ヨネ氏

　※　入場無料です．

◎
農
業
の
近
代
化
が
必
要
と
思
う
と

と
も
に
、
冬
期
に
も
出
稼
ぎ
な
ど
を

し
な
い
で
済
む
対
策
が
あ
れ
ば
。

◎
農
業
に
対
し
て
明
る
い
イ
メ
ー
ジ

◎
市
の
農
業
の
場
合
、
農
業
以
外
の

環
境
の
悪
さ
が
問
題
に
な
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
そ
う
い
う
点
を
行
政

の
力
で
解
決
し
て
。

◎
小
さ
い
時
か
ら
、
農
業
は
イ
ヤ
だ

と
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

’
が
必
要
な
の
で
は
。

’ダ

農
家
の
嫁
、
婿
（
後
継
者
）

　
　
　
問
題
に
つ
い
て

皿
　
〈
男
子
〉

可
御
◎
結
婚
問
題
を
積
極
的
に
支
援
し
て

一一
ほ
し
い
。

佃
一
◎
相
手
は
、
少
し
で
も
農
業
経
験
の

可
｝
あ
る
苦
労
し
て
き
た
女
性
が
良
い
．

コ

可
◎
公
的
機
関
で
出
合
い
の
場
を
も
つ

御
㎜
べ
き
だ
。
ま
た
、
結
婚
銀
行
を
作
っ
、

一
佃
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

一岬
◎
十
日
町
近
辺
に
は
、
若
者
が
安
心

”
一
し
て
働
け
る
職
場
が
す
く
な
い
た
め
、

岬
申
若
者
の
人
数
が
少
な
く
、
配
偶
者
不

し

碗
足
が
叫
ば
れ
て
い
る
の
で
は
。

胸
卸
◎
配
偶
者
問
題
は
個
人
的
な
問
題
だ

　

｝
と
思
う
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
取

コ

一
り
あ
げ
て
、
問
題
を
大
げ
さ
に
騒
ぎ

一
す
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
こ
れ

ロ

岬
は
逆
効
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

叫
◎
農
業
を
や
っ
て
い
る
老
若
男
女
の

一
伽
広
場
を
設
け
、
お
互
い
に
農
業
を
語

ロ

申
り
あ
う
場
を
企
画
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
◎
農
業
に
対
し
て
百
姓
と
い
う
封
建

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
除
く
と
と
も

に
、
希
望
の
も
て
る
農
業
政
策
、
農

業
指
導
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
後
継

者
問
題
も
、
嫁
不
足
も
解
消
さ
れ
な

い
と
思
う
。

◎
山
間
地
に
は
工
場
が
な
い
た
め
、

就
職
口
が
な
い
の
で
、
い
ざ
結
婚
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
男
女
と
も
考
え

て
し
ま
い
ま
す
．
不
況
の
中
で
も
生

き
て
ゆ
け
る
町
っ
く
り
、
村
づ
く
り

を
し
な
け
れ
ば
若
い
人
も
定
着
せ
ず
、

嫁
話
も
深
刻
な
問
題
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
〈
女
子
〉

◎
私
は
、
田
植
え
と
稲
刈
の
時
し
か

手
伝
っ
て
い
な
い
の
で
農
家
の
配
偶

者
と
言
っ
て
も
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
，

◎
好
き
な
人
で
あ
れ
ば
、
農
業
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

◎
農
業
を
仕
方
な
く
や
る
．
家
を
継

ぐ
た
め
に
や
る
と
い
う
意
識
が
あ
る

と
女
性
は
つ
い
て
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
農
業
を
愛
し
て
進
ん
で
や
る

人
で
な
け
れ
ば
。

◎
結
婚
は
家
と
一
緒
に
な
る
の
で
は

だ
か
ら
、
農
業
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ

う
と
、
自
分
で
良
い
人
だ
と
思
え
ば

よ
ほ
ど
悪
い
条
件
で
な
け
れ
ば
行
く

と
思
い
ま
す
．

◎
農
家
も
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
、

学
習
や
行
事
な
ど
交
流
の
場
が
あ
っ

た
ら
良
い
と
思
う
。

◎
農
家
の
嫁
が
な
い
と
聞
く
が
、
特

に
農
業
だ
か
ら
と
考
え
る
の
は
お
か

し
い
。

◎
嫁
探
し
よ
り
、
恋
愛
を
す
る
と
い

う
気
持
ち
が
大
切
な
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

な
く
、
好
き
な
人
と
一
緒
に
な
る
の
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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瞳恥鰍・織

自
O

隻ミ疎騨朗国保冒わか家も睾轟
国
保
の
べ
ー
ジ

禰豊慶

国民健康保険についてのお問い合
わせは保健課国保係（8・7－3111
番内線210）にお願いします。

国
保
は
治
療
費
の
七
割
を
給
付

　
国
民
健
康
保
険
制
度
（
以
下
国
保
）
は
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん

が
保
険
料
と
い
う
形
で
お
金
を
出
し
あ
い
、
そ
れ
に
国
と
県
が
出

す
補
助
金
と
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
加
え
て
、
も
し

万
鴫
病
気
や
自
損
の
事
故
で
け
が
を
し
て
治
療
を
受
け
る
際
の
費

用
の
七
割
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　
医
療
費
の
給
付
、
療
養
費
、
高
額
療
養
費
、
出
産
の
際
の
助
産

費
、
死
亡
さ
れ
た
時
の
葬
祭
費
の
支
給
を
行
っ
て
お
り
、
職
場
の

健
康
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
す
べ
て
国
保

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
保
に
つ
い
て
い
っ
そ
う
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

届
出
は
た
だ
ち
に

　
世
帯
員
の
う
ち
イ
．
、
、
被
保
険
者
の

資
格
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

世
帯
駐
は
十
四
日
以
内
に
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
届
出
が
お
く
れ
る
と
、
病
気
や
け

カ
、
と
し
た
と
き
た
だ
ち
に
保
険
診
療

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
生
じ
ま
す

懸

響

し
で
　
期
間
内
に
市
民
課
へ
届
出
て

く
だ
さ
い
．
な
お
、
届
出
の
必
要
な

場
合
と
持
参
す
る
も
の
は
ド
表
（
右
）

の
と
お
り
で
す
．
．

保
険
給
付
の
内
容

　
保
険
料
が
給
付
さ
れ
る
場
合
と
給

付
の
額
、
手
続
き
は
ド
表
（
左
）
の
と

お
り
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
七
十
歳
以
上
の

老
人
の
老
人
医
療
、
重
度
障
害
者
の

県
障
医
療
、
妊
産
婦
医
療
、
乳
児
医

療
の
対
象
に
な
る
か
た
も
、
そ
れ
ぞ

れ
医
療
費
の
七
割
が
、
加
人
さ
れ
て

い
る
国
保
ま
た
は
健
康
保
険
か
ら
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
り
の
二
割
は
、

老
へ
医
療
、
県
老
、
県
障
、
妊
産
婦
、
乳

児
医
療
で
国
県
と
市
が
助
成
し
ま
す
。

◎
高
額
療
養
費
制
度

　
一
人
が
『
ヵ
月
に
同
一
医
療
機
関

で
．
、
万
九
千
円
以
上
の
医
療
費
の
自

己
負
担
分
が
あ
る
場
合
、
こ
の
こ
え

た
分
に
つ
い
て
国
保
が
負
担
し
て
あ

と
か
ら
払
い
も
ど
し
ま
す
。

　
自
己
負
担
分
．
、
↓
万
九
千
円
と
い
う

計
算
に
は
勾
ぎ
の
よ
う
な
基
準
が
あ

　
り
ま
す
の
で
ず
、
注
意
く
だ
さ
い
・

①
月
の
一
日
か
ら
そ
の
月
の
月
末
ま

　
で
の
受
診
に
つ
い
て
を
…
ヵ
月
と
し

て
計
算
し
ま
す
．
月
を
ま
た
が
っ
て

『
、
一
万
九
千
円
以
上
で
あ
っ
て
も
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

②
病
院
、
診
療
所
ご
と
に
計
算
さ
れ

ま
す
．
た
と
え
ば
A
の
病
院
と
B
の

病
院
に
同
時
に
か
．
か
っ
て
い
て
、
A
、

B
病
院
と
も
自
己
負
担
分
が
三
万
九

千
円
以
ド
の
場
合
は
、
合
計
額
が
そ

れ
以
上
で
あ
っ
て
も
高
額
療
養
費
に

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

③
総
合
病
院
の
各
診
療
料
は
そ
れ
ぞ

れ
↓
件
と
し
て
扱
い
ま
す
．
た
だ
し

入
院
患
者
の
場
合
は
合
算
さ
れ
ま
す
。

　
（
．
あ
場
合
で
も
歯
科
は
別
で
す
）

④
人
院
と
通
院
は
、
同
じ
病
院
や
診

療
所
で
あ
っ
て
も
別
に
あ
つ
か
い
、

一
件
ご
と
に
な
り
ま
す
。

⑤
保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
入

院
中
の
差
額
ベ
ッ
ト
代
や
、
基
準
看
護

の
病
院
に
入
院
し
た
と
き
の
付
添
い

看
護
料
な
ど
は
自
己
負
担
分
の
中
に

は
入
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の

　
　
　
算
出
の
方
法
は

　
国
保
を
維
持
し
て
行
く
た
め
に
は
、

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
料
が
基
本
に
な
り
ま
す
．

　
こ
の
保
険
料
の
額
は
、
そ
の
年
度

に
必
要
と
見
込
ま
れ
る
治
療
費
な
ど

の
総
額
か
ら
、
国
か
ら
の
交
付
金
や

繰
越
金
な
ど
の
収
入
分
を
除
い
た
額

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
の
所

得
に
よ
る
所
得
割
（
全
体
の
四
十
奢
）

土
地
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
に
＼

こ
ん
な
と
き
届
出
が
必
要
で
す

に　出
よ　稼
り　き

⑱や
㊥修
の学
保重
険家
証　を

が　は
交　な

付れ
さ　る

れ　と
ま　き

す　は

　届
　出

そ　グ）　他 国保をやめる場合 国保に

加入する場合

保
険
証
び
）
再
交
付
を
受
け
る
と
き

た世
と帯
きを

分
け
た
り
、
い
’
，
し
よ
に
な
「
　
，

世
帯
主
や
氏
名
か
変
わ
「
　
，
た
と
き

市
内
で
住
所
か
変
わ
「
　
，
た
と
き

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
「
　
〕
た
と
き

死
亡
し
た
と
き

転
出
す
る
と
き

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
「
♪
た
と
き

子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

転
入
し
て
き
た
と
き

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

届
出
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
合

明　保

書険
も　証
持　’

参印
く　鑑
た　　’

さ㊧
い　　の

　と
　き
　は
　在
　学
証

印
鑑

保
険
証
、
印
鑑

保
険
証
、
印
鑑

保
険
証
、
印
鑑

保
護
決
定
通
知
書
保
険
証
、
印
鑑

保
険
証
、
印
鑑

保
険
証
印
鑑

鞭
未健・
交 康
付保
の険
と証
きとは
職
証
場
明の
　
保
昂
塗
鑑
蔓
　
保

保
護
廃
止
通
知
書
、
印
鑑

出
産
証
明
書
、
母
子
手
帳
、
保
険
証
印
鑑

転
出
証
明
書
、
印
鑑

印職
鑑場の

健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
、

届
出
グ
）
と
き
持
参
す
る
も
の

保
険
給
付

と
手
続
き

こ
　
ん
　
な
　
と
　
き

受
け
　
る
給
付

そ
の
条
件
及
び
手
続
き

病
気
、
け
が
、
歯
の
治
療

完
全
に
治
る
ま
で
の
治
療
に

か
か
っ
た
費
用
（
保
険
給
付

の
対
象
に
な
る
も
の
）
の
七

割
を
国
保
が
負
担

診
療
を
受
け
る
医
療
機
関
に

必
ず
保
険
証
を
提
示
し
、
一

ヵ
月
以
上
に
わ
た
る
と
き
は

は
再
度
提
示
し
ま
す

旅
行
先
で
急
病
な
ど
や
む
を

え
な
い
事
情
で
保
険
証
を
使

用
で
き
な
い
で
医
師
に
か
か

、
た
と
き

国
保
審
査
会
で
審
査
決
定
し

た
額
の
七
割
を
払
い
も
と
し

ま
す

支
払
っ
た
医
療
費
の
明
細
書

及
び
受
領
書
を
持
参
し
て
保

健
課
へ

治
療
用
装
具
と
し
て
コ
ル
セ

ッ
ト
、
歩
行
補
助
器
、
義
肢

を
作
っ
た
と
き

医
師
の
証
明
書
、
領
収
書
、

印
鑑
を
持
参
し
て
保
健
課
へ

あ
ん
ま
、
は
り
、
き
ゅ
う
の

施
術
を
受
け
た
と
き

医
師
の
同
意
書
が
必
要

付給意任

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と

き
（
被
保
険
者
が
お
産

し
た
と
き
）

助
産
費
　
八
万
円

母
子
手
帳
、
印
鑑

被
保
険
者
が
死
亡
し
た

と
キ
V

葬
祭
費
　
一
．
一
万
円

印
　
鑑
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地区別医療の実態（昭和53年度）　　＝一4浴　　1～玉、く一ん

隻　）よろ＿
　uのア乙方

鄭月 　区分地区
世　帯 被保者 受診件数

1人当り

受診回数
高額件数 1世帯当り

給　付　額
1世帯当り
保険料額

無受診

世帯

1惟帯’〆り

百万円以上

給付世帯

黄 十日町 1，662 5，411 29，868 5．52 520 　　　円164，329 　　円77，923 2 66　　　　費

瞳海
　　　　　1

中　条 1，325 4，663 25，157 5．40 514 178，757 67，085 5 58
川　治 1，054 3，552 16，994 4．78 371 170，841 71，089 5 39
六　　箇 150 550 2，674 4．86 78 180，399 589998 0 10

　　はく誉国み
　　弩輯も
　　　　り　　　7

　＼1
　』　　　触
　　　h
　●』曜　　　　　　　　　ρ　　　2
『，セ“レ　　　　　　唱ト　ー　　　　　　　，

6　　L　　　頓　　　一　　　φ　　　．P＿

吉　田 606 2，237 11，376 5．09 263 189，793 67，113 3 30
ド　条 635 2，372 16，687 7．03 247 200，568 67，442 1 26
水　　沢 1，147 4，239 229073 5．21 499・ 179，331 65，175 6 48
合　計 6，579 23，024 124，829 5．42 2，492 177，103 69，984 22 277

　　　　篠メ：

　　　　一一

　　　　　　1

欝▽1

轄講
鞭懸　懸馨

　　　　．騒

　　　　　3

　　　　●

郷鱒島礁釜盆

　　た1＝

隠　獲
　　，　　　　　3、　　　　　『軌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　魅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　曹

り、加害者が全額負担すべきものです．とこ

ろが現実には、加害者と話し合いが一）かなか

　　　　　　　　　　　　『

　．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国保かρ）請求

　　　　　　　　　　　　　　　醗癬　奪
第三者行為による被害届を忘れずに　　　＿　虻はも　一

羅蕪灘撫縄副罐讐，鞭，粥
　　　　　　　　　　　　　　’

第三者行為による傷害屈

覇璃寧

攣熱
　　　砂蔑
　　　㌧

／4

な謎な乙、

惚鰻β
　，体・ε

　薪戸腐

　αヌ
　　眉
蟹コ
　　　ぢ

羅難灘撫lll蟻　l

l難㌶1燕㌶1霧1鮮
還してもらう大切な資料になります・　1錆貧購1簾籔麟臓欝硬麗魯
そび）ために・！）勤ことを確認して才5く必7たでたすを被しし期第、藩搬義場・帯

要があります・　　　　　　銭な月。納保くくま二灘鴇務合家主
①警察への事故届　　　　誉鰭あ馨灘謬　、，離罐
②加害者の住所・氏名・生年月日渤務先・1纏塘賑雛蝶雛、、碗灘

愚灘鵯窪藩ll爵製
明の点はお気軽に保健課国保係まで。　醗縫罧雛鞭

／ぞ酷
募糎　　＼・1
δ痛
　謄戯・
“製

　　　『3　　6

嚢雛聾饗診3
よ嚢薄
　＆ワ』円

武簿

まてき　し　　れ■傘期期度　　■安除市額　　保■と所険　　◎らぼ保　　み村
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実態（昭和53年度）の医療地区別

韓・

隊鷹
融
　
　
か
す

栃
　
　
鞭

保
　
　
　
　
　
で
ら

国
　
　
曙

饗麗継心　　
　
而
膨
》
，

第三者行為による傷書屈

第三者行為による被害届を忘れずに

　交通事故など、第三者から傷害を受けた場

合び）医療費は、被害者に重大な過失がない限

り、加害者が全額負担すべきものです．とこ

！　
よ
る
資
産
割
（
十
五
習
）
加
入
者
人
　
　
●
世
帯
主
が
国
保
の
加
入
者
で
な
く

　
員
に
よ
る
均
等
割
（
三
十
二
習
）
世
　
　
て
も
、
家
族
に
国
保
の
被
加
入
者
が

　
帯
に
か
か
る
平
等
割
（
十
．
、
録
向
）
の
　
　
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
主
は
国
保
の

　
四
つ
に
分
け
て
計
算
し
ま
す
．
　
　
　
　
納
入
義
務
者
に
な
り
ま
す
。

雛灘騨

翰聾騰乏

騰
懇
携
雛
雑
難
灘
、

被
渚
に
す
とには、加害者と話し合いが一）かなカ

第三者

　交通事

合び）医療

り、加害

ろが現実

納
付
は
年
六
回

　
保
険
料
の
納
期
は
第
一
期
か
ら
第

六
期
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
第
一
期
と
第
二
期
に
つ

い
て
は
所
得
等
の
は
握
が
で
き
な
い

た
め
、
暫
定
保
険
料
（
仮
算
定
）
と

し
て
前
年
度
の
保
険
料
に
一
定
率
を

乗
じ
た
も
の
で
納
め
て
い
た
だ
き
、

第
三
期
で
保
険
料
を
決
定
し
、
第
一

ったり、賠償能力がない場合があ1）ます。

その場合、国保を使って治療を受けること

はさしつかえありませんが、本来加害者が負

担すべきも4）ですび）で、国保が 一時立て替え

あとで加害者から国保に返還してもド、うこと

が前提となります。

交通事故など第三者から傷害を受け、国保

で治療を受けたときは、すみゃかに「第 三者

行為による被害届」を提出しなければなりま

せん。これが後で加害者に立て替えた分を返

期
と
第
二
期
分
を
差
し
引
い
た
額
を

第
六
期
ま
で
で
納
め
て
も
ら
い
ま
す
．

◎
新
し
く
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き

　
新
し
く
被
保
険
者
に
な
っ
た
か
た

は
、
被
保
険
者
に
な
っ
た
月
か
ら
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
．
こ
の
場
合
、
被
保
険
者
に

な
っ
た
月
と
い
う
の
は
、
届
出
を
し

た
月
で
な
く
、
職
場
の
健
康
保
険
を

や
め
た
と
き
、
あ
る
い
は
他
の
市
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
、

還してもらう大切な資料になります．

そび）ために、！）ぎ4）ことを確認しておく必

要があります。

①警察への事故届

②加害者の住所、氏名、生年月日、勤務先

電話番号

③自賠責証明書及び任意証明書のコピー

なお、交通事故等、第三者行為に／）いてイ

明の点はお気軽に保健課国保係まで．

村
か
ら
転
入
し
て
そ
の
居
住
地
に
住

み
は
じ
め
た
と
き
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
届
出
が
遅
れ
る
と
、
被

保
険
者
に
な
っ
た
と
き
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
ず
た
い
へ
ん
負
担
に
な
り
ま
す
。

◎
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合

　
｝
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
は
保

険
料
の
軽
減
を
行
い
ま
す
．
し
か
し
、

所
得
が
低
く
て
も
申
告
し
て
い
な
い

と
保
険
料
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
領
収
書
は
た
い
せ
つ
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
〃

　
国
保
の
保
険
料
と
し
て
納
め
た
金

額
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
、

市
県
民
税
や
所
得
税
の
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
税
金
も

安
く
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
を
納
め
な
い
と

　
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
国
保
制

度
維
持
に
支
障
が
で
る
だ
け
で
な
く
、

期
限
ま
イ
．
、
に
納
め
な
い
と
、
遅
れ
た

期
間
に
応
じ
て
督
促
手
数
料
や
延
帯

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
ど
う
し
て
も
納
期
ま
で
に
納
め
ら

れ
な
い
と
き
は

　
災
害
や
そ
の
他
の
こ
と
で
、
ど
う

し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
そ
の
程
度
に
応
じ

て
分
割
や
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

　
病
気
に
な
れ
ば
お
医
者
さ
ん
ま
か

せ
に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
医
療
費
は
、
み
な
さ
ん

の
心
が
ま
え
や
考
え
方
に
関
係
す
る

と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
の
で
す
。
つ

ぎ
の
点
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
深
夜
・
休
日
・
時
間
外
受
診
を
さ

け
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
ら
は
、
お
医
者
さ
ん
に
と
っ

て
迷
惑
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
医
療

費
も
た
い
へ
ん
か
さ
み
ま
す
．
ち
ょ

っ
と
し
た
注
意
で
避
け
ら
れ
る
場
合

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
医
者
さ
ん
を
信
じ
ま
し
ょ
う

　
ち
ょ
っ
と
の
こ
と
で
次
か
ら
次
へ

転
医
す
る
、
お
医
者
さ
ん
の
は
し
、
こ

は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
か
か
っ
て
い

る
お
医
者
さ
ん
を
信
じ
ま
し
ょ
う
．

●
薬
の
盲
信
を
や
め
ま
し
ょ
う

　
薬
は
、
抗
生
物
質
等
一
部
を
除
い

て
、
病
気
そ
の
も
の
を
な
お
す
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
．
薬
さ
え
飲
め
ば
い

い
と
い
う
考
え
は
ま
ち
が
い
で
す
・

●
日
頃
か
ら
自
分
の
健
康
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う

　
、
平
素
か
ら
健
康
に
は
十
分
き
を
つ

け
、
か
ら
だ
に
負
担
を
か
け
る
柔
う

な
行
為
は
つ
つ
し
み
ま
し
3
～
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自
O

隻ミ疎騨朗国保冒わか家も睾轟
国
保
の
べ
ー
ジ

禰豊慶

国民健康保険についてのお問い合
わせは保健課国保係（8・7－3111
番内線210）にお願いします。

国
保
は
治
療
費
の
七
割
を
給
付

　
国
民
健
康
保
険
制
度
（
以
下
国
保
）
は
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん

が
保
険
料
と
い
う
形
で
お
金
を
出
し
あ
い
、
そ
れ
に
国
と
県
が
出

す
補
助
金
と
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
加
え
て
、
も
し

万
鴫
病
気
や
自
損
の
事
故
で
け
が
を
し
て
治
療
を
受
け
る
際
の
費

用
の
七
割
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　
医
療
費
の
給
付
、
療
養
費
、
高
額
療
養
費
、
出
産
の
際
の
助
産

費
、
死
亡
さ
れ
た
時
の
葬
祭
費
の
支
給
を
行
っ
て
お
り
、
職
場
の

健
康
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
す
べ
て
国
保

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
保
に
つ
い
て
い
っ
そ
う
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

届
出
は
た
だ
ち
に

　
世
帯
員
の
う
ち
イ
．
、
、
被
保
険
者
の

資
格
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

世
帯
駐
は
十
四
日
以
内
に
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
届
出
が
お
く
れ
る
と
、
病
気
や
け

カ
、
と
し
た
と
き
た
だ
ち
に
保
険
診
療

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
生
じ
ま
す

懸

響

し
で
　
期
間
内
に
市
民
課
へ
届
出
て

く
だ
さ
い
．
な
お
、
届
出
の
必
要
な

場
合
と
持
参
す
る
も
の
は
ド
表
（
右
）

の
と
お
り
で
す
．
．

保
険
給
付
の
内
容

　
保
険
料
が
給
付
さ
れ
る
場
合
と
給

付
の
額
、
手
続
き
は
ド
表
（
左
）
の
と

お
り
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
七
十
歳
以
上
の

老
人
の
老
人
医
療
、
重
度
障
害
者
の

県
障
医
療
、
妊
産
婦
医
療
、
乳
児
医

療
の
対
象
に
な
る
か
た
も
、
そ
れ
ぞ

れ
医
療
費
の
七
割
が
、
加
人
さ
れ
て

い
る
国
保
ま
た
は
健
康
保
険
か
ら
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
り
の
二
割
は
、

老
へ
医
療
、
県
老
、
県
障
、
妊
産
婦
、
乳

児
医
療
で
国
県
と
市
が
助
成
し
ま
す
。

◎
高
額
療
養
費
制
度

　
一
人
が
『
ヵ
月
に
同
一
医
療
機
関

で
．
、
万
九
千
円
以
上
の
医
療
費
の
自

己
負
担
分
が
あ
る
場
合
、
こ
の
こ
え

た
分
に
つ
い
て
国
保
が
負
担
し
て
あ

と
か
ら
払
い
も
ど
し
ま
す
。

　
自
己
負
担
分
．
、
↓
万
九
千
円
と
い
う

計
算
に
は
勾
ぎ
の
よ
う
な
基
準
が
あ

　
り
ま
す
の
で
ず
、
注
意
く
だ
さ
い
・

①
月
の
一
日
か
ら
そ
の
月
の
月
末
ま

　
で
の
受
診
に
つ
い
て
を
…
ヵ
月
と
し

て
計
算
し
ま
す
．
月
を
ま
た
が
っ
て

『
、
一
万
九
千
円
以
上
で
あ
っ
て
も
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

②
病
院
、
診
療
所
ご
と
に
計
算
さ
れ

ま
す
．
た
と
え
ば
A
の
病
院
と
B
の

病
院
に
同
時
に
か
．
か
っ
て
い
て
、
A
、

B
病
院
と
も
自
己
負
担
分
が
三
万
九

千
円
以
ド
の
場
合
は
、
合
計
額
が
そ

れ
以
上
で
あ
っ
て
も
高
額
療
養
費
に

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

③
総
合
病
院
の
各
診
療
料
は
そ
れ
ぞ

れ
↓
件
と
し
て
扱
い
ま
す
．
た
だ
し

入
院
患
者
の
場
合
は
合
算
さ
れ
ま
す
。

　
（
．
あ
場
合
で
も
歯
科
は
別
で
す
）

④
人
院
と
通
院
は
、
同
じ
病
院
や
診

療
所
で
あ
っ
て
も
別
に
あ
つ
か
い
、

一
件
ご
と
に
な
り
ま
す
。

⑤
保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
入

院
中
の
差
額
ベ
ッ
ト
代
や
、
基
準
看
護

の
病
院
に
入
院
し
た
と
き
の
付
添
い

看
護
料
な
ど
は
自
己
負
担
分
の
中
に

は
入
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の

　
　
　
算
出
の
方
法
は

　
国
保
を
維
持
し
て
行
く
た
め
に
は
、

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
料
が
基
本
に
な
り
ま
す
．

　
こ
の
保
険
料
の
額
は
、
そ
の
年
度

に
必
要
と
見
込
ま
れ
る
治
療
費
な
ど

の
総
額
か
ら
、
国
か
ら
の
交
付
金
や

繰
越
金
な
ど
の
収
入
分
を
除
い
た
額

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
の
所

得
に
よ
る
所
得
割
（
全
体
の
四
十
奢
）

土
地
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
に
＼

こ
ん
な
と
き
届
出
が
必
要
で
す

に　出
よ　稼
り　き

⑱や
㊥修
の学
保重
険家
証　を

が　は
交　な

付れ
さ　る

れ　と
ま　き

す　は

　届
　出

そ　グ）　他 国保をやめる場合 国保に

加入する場合

保
険
証
び
）
再
交
付
を
受
け
る
と
き

た世
と帯
きを

分
け
た
り
、
い
’
，
し
よ
に
な
「
　
，

世
帯
主
や
氏
名
か
変
わ
「
　
，
た
と
き

市
内
で
住
所
か
変
わ
「
　
，
た
と
き

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
「
　
〕
た
と
き

死
亡
し
た
と
き

転
出
す
る
と
き

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
「
♪
た
と
き

子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

転
入
し
て
き
た
と
き

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

届
出
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
合

明　保

書険
も　証
持　’

参印
く　鑑
た　　’

さ㊧
い　　の

　と
　き
　は
　在
　学
証

印
鑑

保
険
証
、
印
鑑

保
険
証
、
印
鑑

保
険
証
、
印
鑑

保
護
決
定
通
知
書
保
険
証
、
印
鑑

保
険
証
、
印
鑑

保
険
証
印
鑑

鞭
未健・
交 康
付保
の険
と証
きとは
職
証
場
明の
　
保
昂
塗
鑑
蔓
　
保

保
護
廃
止
通
知
書
、
印
鑑

出
産
証
明
書
、
母
子
手
帳
、
保
険
証
印
鑑

転
出
証
明
書
、
印
鑑

印職
鑑場の

健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
、

届
出
グ
）
と
き
持
参
す
る
も
の

保
険
給
付

と
手
続
き

こ
　
ん
　
な
　
と
　
き

受
け
　
る
給
付

そ
の
条
件
及
び
手
続
き

病
気
、
け
が
、
歯
の
治
療

完
全
に
治
る
ま
で
の
治
療
に

か
か
っ
た
費
用
（
保
険
給
付

の
対
象
に
な
る
も
の
）
の
七

割
を
国
保
が
負
担

診
療
を
受
け
る
医
療
機
関
に

必
ず
保
険
証
を
提
示
し
、
一

ヵ
月
以
上
に
わ
た
る
と
き
は

は
再
度
提
示
し
ま
す

旅
行
先
で
急
病
な
ど
や
む
を

え
な
い
事
情
で
保
険
証
を
使

用
で
き
な
い
で
医
師
に
か
か

、
た
と
き

国
保
審
査
会
で
審
査
決
定
し

た
額
の
七
割
を
払
い
も
と
し

ま
す

支
払
っ
た
医
療
費
の
明
細
書

及
び
受
領
書
を
持
参
し
て
保

健
課
へ

治
療
用
装
具
と
し
て
コ
ル
セ

ッ
ト
、
歩
行
補
助
器
、
義
肢

を
作
っ
た
と
き

医
師
の
証
明
書
、
領
収
書
、

印
鑑
を
持
参
し
て
保
健
課
へ

あ
ん
ま
、
は
り
、
き
ゅ
う
の

施
術
を
受
け
た
と
き

医
師
の
同
意
書
が
必
要

付給意任

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と

き
（
被
保
険
者
が
お
産

し
た
と
き
）

助
産
費
　
八
万
円

母
子
手
帳
、
印
鑑

被
保
険
者
が
死
亡
し
た

と
キ
V

葬
祭
費
　
一
．
一
万
円

印
　
鑑
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隻　）よろ＿
　uのア乙方

鄭月 　区分地区
世　帯 被保者 受診件数

1人当り

受診回数
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1惟帯’〆り

百万円以上
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黄 十日町 1，662 5，411 29，868 5．52 520 　　　円164，329 　　円77，923 2 66　　　　費

瞳海
　　　　　1

中　条 1，325 4，663 25，157 5．40 514 178，757 67，085 5 58
川　治 1，054 3，552 16，994 4．78 371 170，841 71，089 5 39
六　　箇 150 550 2，674 4．86 78 180，399 589998 0 10

　　はく誉国み
　　弩輯も
　　　　り　　　7

　＼1
　』　　　触
　　　h
　●』曜　　　　　　　　　ρ　　　2
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実態（昭和53年度）の医療地区別

韓・

隊鷹
融
　
　
か
す

栃
　
　
鞭

保
　
　
　
　
　
で
ら

国
　
　
曙

饗麗継心　　
　
而
膨
》
，

第三者行為による傷書屈

第三者行為による被害届を忘れずに

　交通事故など、第三者から傷害を受けた場

合び）医療費は、被害者に重大な過失がない限

り、加害者が全額負担すべきものです．とこ

！　
よ
る
資
産
割
（
十
五
習
）
加
入
者
人
　
　
●
世
帯
主
が
国
保
の
加
入
者
で
な
く

　
員
に
よ
る
均
等
割
（
三
十
二
習
）
世
　
　
て
も
、
家
族
に
国
保
の
被
加
入
者
が

　
帯
に
か
か
る
平
等
割
（
十
．
、
録
向
）
の
　
　
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
主
は
国
保
の

　
四
つ
に
分
け
て
計
算
し
ま
す
．
　
　
　
　
納
入
義
務
者
に
な
り
ま
す
。

雛灘騨

翰聾騰乏

騰
懇
携
雛
雑
難
灘
、

被
渚
に
す
とには、加害者と話し合いが一）かなカ

第三者

　交通事

合び）医療

り、加害

ろが現実

納
付
は
年
六
回

　
保
険
料
の
納
期
は
第
一
期
か
ら
第

六
期
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
第
一
期
と
第
二
期
に
つ

い
て
は
所
得
等
の
は
握
が
で
き
な
い

た
め
、
暫
定
保
険
料
（
仮
算
定
）
と

し
て
前
年
度
の
保
険
料
に
一
定
率
を

乗
じ
た
も
の
で
納
め
て
い
た
だ
き
、

第
三
期
で
保
険
料
を
決
定
し
、
第
一

ったり、賠償能力がない場合があ1）ます。

その場合、国保を使って治療を受けること

はさしつかえありませんが、本来加害者が負

担すべきも4）ですび）で、国保が 一時立て替え

あとで加害者から国保に返還してもド、うこと

が前提となります。

交通事故など第三者から傷害を受け、国保

で治療を受けたときは、すみゃかに「第 三者

行為による被害届」を提出しなければなりま

せん。これが後で加害者に立て替えた分を返

期
と
第
二
期
分
を
差
し
引
い
た
額
を

第
六
期
ま
で
で
納
め
て
も
ら
い
ま
す
．

◎
新
し
く
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き

　
新
し
く
被
保
険
者
に
な
っ
た
か
た

は
、
被
保
険
者
に
な
っ
た
月
か
ら
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
．
こ
の
場
合
、
被
保
険
者
に

な
っ
た
月
と
い
う
の
は
、
届
出
を
し

た
月
で
な
く
、
職
場
の
健
康
保
険
を

や
め
た
と
き
、
あ
る
い
は
他
の
市
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
、

還してもらう大切な資料になります．

そび）ために、！）ぎ4）ことを確認しておく必

要があります。

①警察への事故届

②加害者の住所、氏名、生年月日、勤務先

電話番号

③自賠責証明書及び任意証明書のコピー

なお、交通事故等、第三者行為に／）いてイ

明の点はお気軽に保健課国保係まで．

村
か
ら
転
入
し
て
そ
の
居
住
地
に
住

み
は
じ
め
た
と
き
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
届
出
が
遅
れ
る
と
、
被

保
険
者
に
な
っ
た
と
き
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
ず
た
い
へ
ん
負
担
に
な
り
ま
す
。

◎
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合

　
｝
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
は
保

険
料
の
軽
減
を
行
い
ま
す
．
し
か
し
、

所
得
が
低
く
て
も
申
告
し
て
い
な
い

と
保
険
料
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
領
収
書
は
た
い
せ
つ
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
〃

　
国
保
の
保
険
料
と
し
て
納
め
た
金

額
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
、

市
県
民
税
や
所
得
税
の
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
税
金
も

安
く
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
を
納
め
な
い
と

　
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
国
保
制

度
維
持
に
支
障
が
で
る
だ
け
で
な
く
、

期
限
ま
イ
．
、
に
納
め
な
い
と
、
遅
れ
た

期
間
に
応
じ
て
督
促
手
数
料
や
延
帯

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
ど
う
し
て
も
納
期
ま
で
に
納
め
ら

れ
な
い
と
き
は

　
災
害
や
そ
の
他
の
こ
と
で
、
ど
う

し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
そ
の
程
度
に
応
じ

て
分
割
や
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

　
病
気
に
な
れ
ば
お
医
者
さ
ん
ま
か

せ
に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
医
療
費
は
、
み
な
さ
ん

の
心
が
ま
え
や
考
え
方
に
関
係
す
る

と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
の
で
す
。
つ

ぎ
の
点
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
深
夜
・
休
日
・
時
間
外
受
診
を
さ

け
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
ら
は
、
お
医
者
さ
ん
に
と
っ

て
迷
惑
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
医
療

費
も
た
い
へ
ん
か
さ
み
ま
す
．
ち
ょ

っ
と
し
た
注
意
で
避
け
ら
れ
る
場
合

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
医
者
さ
ん
を
信
じ
ま
し
ょ
う

　
ち
ょ
っ
と
の
こ
と
で
次
か
ら
次
へ

転
医
す
る
、
お
医
者
さ
ん
の
は
し
、
こ

は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
か
か
っ
て
い

る
お
医
者
さ
ん
を
信
じ
ま
し
ょ
う
．

●
薬
の
盲
信
を
や
め
ま
し
ょ
う

　
薬
は
、
抗
生
物
質
等
一
部
を
除
い

て
、
病
気
そ
の
も
の
を
な
お
す
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
．
薬
さ
え
飲
め
ば
い

い
と
い
う
考
え
は
ま
ち
が
い
で
す
・

●
日
頃
か
ら
自
分
の
健
康
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う

　
、
平
素
か
ら
健
康
に
は
十
分
き
を
つ

け
、
か
ら
だ
に
負
担
を
か
け
る
柔
う

な
行
為
は
つ
つ
し
み
ま
し
3
～
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よ
り

一
層
の
健
康
を
求
め
て

「
健
康
づ
く
り
の
集
い
」
開
か
れ
る

　
去
る
二
月
二
十
二
日
市
民
会
館
に

お
い
て
、
健
康
づ
く
り
の
集
い
「
す

こ
や
か
な
体
力
づ
く
り
講
演
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
講
師
に
、
東
大
教
育
学
部
保
健
体

育
科
講
師
で
あ
っ
た
近
藤
芳
朗
医
学

博
士
、
自
彊
術
師
範
の
近
藤
幸
世
夫

人
を
招
き
、
老
若
男
女
約
三
百
人
が

参
加
し
て
、
自
彊
術
普
及
会
の
み
な

さ
ん
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
実
技
指
導

（
写
真
）
と
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
講
演
で
は
近
藤
先
生
か
ら
、
自
分

の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
も
の
で
、

常
に
快
食
、
快
眠
、
快
便
、
快
動
、

快
笑
の
五
つ
を
保
つ
よ
う
、
い
つ
ど

こ
で
も
で
き
る
自
彊
術
を
毎
日
続
け

て
行
う
よ
う
に
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
彊
術
は
、
大
正
五
年
に
創
案
さ

れ
た
日
本
最
初
の
健
康
体
操
と
治
療

術
で
、
三
十
一
動
作
が
あ
り
、
か
ら

だ
を
動
く
限
界
ま
で
動
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
全
身
の
調
和
を
は
か
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
．
病
弱
者
で
も
で
き
、

ま
た
機
械
器
具
も
い
ら
ず
、
狭
い
空

間
で
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
普

及
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
障
者
ス
キ
ー
全
国
大
会
で

第
二
位
に
i
－
須
藤
一
彦
さ
ん

　
須
藤
一
彦
さ
ん
（
川
治
下
町
三
、

三
十
六
歳
）
は
、
三
月
一
日
に
北
志

賀
高
原
竜
王
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
、

喜びの須藤一彦さん

第
九
回
身
体
障
害
者
ス
キ
ー
全
国
大

会
の
中
級
部
門
で
見
事
二
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
中
級
（
大
回
転
〉
に
は
全

国
か
ら
二
十
名
の
選
手
が
参
加
し
、

ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
の
タ
イ
ム
と
本

レ
ー
ス
の
タ
イ
ム
の
誤
差
で
順
位
を

競
っ
た
も
の
で
す
．
須
藤
さ
ん
は
、

四
年
後
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
行
わ
れ

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
し
て
ま
た

が
ん
ば
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
お
　
詫
　
び

　
二
月
十
日
発
行
の
市
報
と
お
か
ま

ち
で
、
六
P
の
「
あ
の
時
こ
ん
な
こ

と
が
・
十
日
町
小
唄
誕
生
」
は
滝
沢

栄
輔
さ
ん
か
ら
書
い
て
い
た
だ
い
た

文
章
で
す
。
名
前
が
お
ち
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

族泥と謬る∠7
　＝昭和55年度第1回・4月1日＝

　冬期間中止していた「市民と語る日」を

4月から再開します。第1回は4月1日グ）

予定です。詳細は3月25日発行のお知らせ
版に掲載しますび）でごらんいただき、多数

おでかけください。

雪まつり関係テレビ放映

●3月22日（ガ午前9時半～10時

　NHK教育テレビ

　「ターニァの白い絵本」

●3月22日（ガ午前11時15分～11時45分

　NST新潟総合テレビ

　rわが旅わが心」

整
振
耀
鑛
癒
獅
墾
纂

　
水
曜
会
（
青
年
大
学
講
座
O
B
）

で
は
、
こ
の
地
域
の
人
た
ち
の
戦
争

体
験
を
ま
と
め
た
冊
子
を
発
行
す
る

計
画
を
進
め
て
お
り
、
現
在
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
軍
隊
、
戦
闘
な

ど
の
直
接
的
体
験
と
と
も
に
、
銃
後

の
生
活
な
ど
も
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

　
締
切
り
は
四
月
十
日
、
送
り
先
は

斉
木
文
夫
（
宮
下
東
）
で
す
。
詳
細

は
公
民
館
青
年
大
学
講
座
担
当
ま
で
。

、犠麹麟醗
　シリーズノ匠12

十日町市誕生
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市
制
を
施
行
し
て
か
ら
二
十
六
周

年
を
迎
え
る
。
光
陰
矢
の
．
こ
と
し
、

ま
っ
た
く
早
い
も
の
で
あ
る
。
今
当

時
の
市
制
施
行
申
請
書
の
古
ぼ
け
た

表
紙
を
見
て
今
更
の
感
じ
で
あ
る
．

　
昭
和
二
十
八
年
九
月
、
町
村
合
併

促
進
法
が
公
布
さ
れ
る
や
、
地
方
事

務
所
長
を
中
心
に
町
村
長
会
議
が
連

日
開
か
れ
、
郡
内
二
十
二
町
村
の
ブ

・
ッ
ク
割
り
が
検
討
さ
れ
る
。

　
時
限
立
法
で
あ
る
の
で
、
時
間
的

に
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
県
の

姿
勢
も
あ
り
、
我
々
職
員
も
に
わ
か

に
忙
し
く
な
っ
て
き
た
。

　
も
よ
り
町
村
と
の
協
議
を
重
ね
な

が
ら
、
一
月
早
々
十
日
町
議
会
で
決

，
議
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
中
条
村
、
川

治
村
、
六
箇
村
に
対
し
対
等
合
併
の

正
式
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
私
は
申
し
入
れ
の
文
書
を
持
っ
て

六
箇
の
福
崎
村
長
さ
ん
を
た
ず
ね
た
．

　
さ
あ
こ
れ
か
ら
が
た
い
へ
ん
、
各

町
村
代
表
に
よ
る
協
議
会
が
設
け
ら

れ
連
日
の
会
議
で
あ
る
。
各
町
村
か

ら
職
員
の
派
遣
を
願
い
、
十
日
町
役

場
の
二
階
の
一
室
に
事
務
局
を
設
け

中心街をパレードする十日町中学

作
業
に
入
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
市
に
な
る
要
件
で
あ

る
人
口
三
万
人
以
上
が
、
四
月
か
ら

五
万
人
以
上
に
法
律
が
改
正
に
な
る

と
の
情
報
が
あ
り
、
三
月
三
十
一
日

合
併
が
適
当
と
、
四
町
村
と
も
二
月

十
日
一
斉
に
議
会
で
議
決
さ
れ
た
．

　
大
き
な
作
業
は
新
市
建
設
計
画
と

市
制
施
行
申
請
書
の
作
成
で
あ
る
。

新
市
建
設
計
画
は
、
委
員
が
三
部
会

に
別
れ
、
各
町
村
要
望
を
検
討
し
調

整
を
図
り
な
が
ら
作
成
に
入
っ
た
。

　
結
果
は
ぼ
う
大
な
事
業
量
に
な
っ

た
。
こ
れ
も
時
間
と
の
関
係
と
円
満
に

こ
と
を
進
め
る
た
め
に
や
む
を
え
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
．
こ
れ
は
当
市
だ

け
で
な
く
、
ど
こ
の
合
併
市
町
村
’
．
、

も
同
じ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
国
、
県
の
指
導
に
よ
り
昭
和
三
十

三
年
に
こ
の
計
画
を
再
改
定
し
た
。

　
一
方
、
市
制
施
行
申
請
書
の
作
成

で
は
法
律
要
件
、
条
例
要
件
等
約
三

百
頁
の
申
請
書
に
な
っ
た
が
、
い
や

し
く
も
市
制
の
申
請
書
で
あ
る
か
ら

タ
イ
フ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
と

わ
れ
た
．
さ
あ
困
’
た
時
間
が
な
い

そ
し
で
タ
イ
プ
機
は
十
日
町
役
場
に

一
台
し
か
な
し
　
確
か
滝
文
さ
ん
に

お
願
い
し
て
打
っ
て
も
ら
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
県
の
事
前
調
査
を
受
け
る

た
め
連
目
新
潟
出
張
。
時
同
じ
く
し

て
小
千
谷
、
加
茂
、
見
附
、
村
上
、

燕
が
市
制
施
行
を
申
請
し
て
い
る
の

で
県
も
た
い
へ
ん
だ
っ
た
ら
し
い
。

　
順
位
争
い
で
、
旧
市
の
後
の
八
番

目
を
小
千
谷
と
加
茂
が
争
い
、
十
日

町
よ
り
も
二
十
日
早
く
合
併
し
た
小

千
谷
と
加
茂
が
八
番
目
、
九
番
目
と

な
り
、
十
日
町
は
奇
し
く
も
頭
文
字

と
同
じ
十
番
目
と
な
っ
た
．

　
そ
の
後
吉
田
村
を
十
二
月
、
ド
条

村
を
三
十
年
二
月
に
合
併
し
、
特
例

で
一
力
年
間
議
員
さ
ん
は
そ
の
ま
ま

市
議
会
議
員
と
な
っ
た
の
で
、
百
二

十
五
人
の
大
世
帯
と
な
っ
た
。

　
連
日
連
夜
の
会
議
、
時
に
は
深
夜

に
及
ぶ
二
と
も
あ
り
、
町
村
長
、
委

員
の
み
な
さ
ん
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
員
も
連
日
の
残
業
、

時
に
は
徹
夜
の
こ
と
も
あ
っ
た
．

　
今
に
し
て
思
え
ば
懐
か
し
い
あ
の

当
時
で
あ
る
．
　
　
（
池
田
作
三
）
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松
杉
会

代
表
小
出
和
栄
（
三
和
町
）

　
「
松
杉
会
棒
は
、
昭
和
四
十
六
年

度
の
斎
民
講
座
書
道
教
室
の
受
講
生

の
集
ま
り
で
す
。
書
道
の
実
習
を
通
じ

人
問
鱒
係
を
深
め
る
こ
と
を
漏
的
に

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
　
会
員
は
現
在
二
十
名
。
講
師
に
岡

村
松
姻
先
生
。
毎
月
第
一
、
三
火
曜

日
公
民
鰭
本
館
の
一
室
で
ご
懇
切
な

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
学
習
の
内
容
は
、
書
付
け
、
半
紙
、

条
幅
な
ど
幅
広
く
し
て
い
ま
す
．
そ

し
て
そ
れ
ら
の
成
果
を
毎
年
、
市
展

や
文
化
祭
な
ど
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

“
書
”
に
趣
味
の
あ
る
か
た
は
お
気

軽
に
入
会
く
だ
さ
い
。

．
－
：
等
を
書
き
残
し
た
い
と
い
う
心

の
叫
び
と
、
『
君
妻
有
は
雪
の
上
に
咲

く
花
で
あ
る
。
だ
が
、
君
妻
有
の
花

を
見
た
と
い
う
人
を
知
ら
な
い
。
ー

郁
太
郎
1
」
…
…
こ
の
幻
を
追
う
詩

歌
心
を
死
ぬ
ま
で
か
か
っ
て
も
学
ば

ん
と
し
て
発
足
し
た
の
が
、
こ
の
会

で
す
。

　
月
二
回
の
短
歌
、
君
妻
有
小
誌
の

合
評
、
年
三
～
四
回
の
吟
行
。
ま
た

君
妻
有
叢
書
の
発
行
（
今
年
六
月
に

五
冊
目
を
予
定
）
、
歌
碑
の
建
立
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
よ

　
”
名
も
財
も
な
く
て
亡
び
る
一
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

評
し
合
っ
た
り
、
年
に
一
～
二
回
の

コ
ン
サ
…
卜
等
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　
“
ギ
タ
ー
は
小
さ
な
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
”
こ
れ
程
身
近
で
弾
け
る
楽
器
は

数
少
な
い
と
思
い
ま
す
．

　
毎
週
金
曜
日
夜
六
時
三
十
分
か
ら

市
公
民
館
（
本
館
）
で
練
習
し
て
い

ま
す
。
現
在
会
員
を
募
集
中
。

こんなグループ①
こんなことをしています

～公民館活動から生まれた

グルーブ・サークル紹介～
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か
な
　
さ
は
あ
れ
　
我
れ
ら
が
歌

　
碑
い
ま
建
ち
ぬ
”
　
（
田
村
守
一
）

十
日
町
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

代
表
権
間
敏
夫
（
千
歳
町
）

　
当
市
で
の
ク
ラ
シ
ッ
グ
ギ
タ
ー
の

人
気
は
他
に
比
べ
る
と
低
い
と
い
わ

れ
る
中
で
、
公
民
館
の
ギ
タ
ー
教
室

か
ら
生
ま
れ
た
“
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
”
は
、
毎
週
一
回
、
十
人
の
仲

間
が
一
生
け
ん
命
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
毎
週
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
批

君
妻
有
短
歌
会

代
表
田
村
守
又
下
条
栄
町
）

　
昭
和
四
十
五
年
の
文
芸
講
座
（
講

師
野
本
郁
太
郎
先
生
）
で
歌
集
“
幸

鈴
”
二
冊
を
発
行
し
、
二
年
間
で
講

座
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
亡
び
ゆ
く

運
命
、
白
分
と
の
戦
い
、
お
も
い
で

さ
ざ
な
み
会

　
代
表
上
村
ノ
リ
（
土
市
）

　
三
十
、
四
十
歳
の
旺
盛
な
年
代
に

目
先
の
仕
事
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

　
欝
盤

て
頑
張
・
て
幅
享
・
昨
年
は
滋

々
売
れ
っ
子
に
な
り
、
出
来
、
不
出
．

来
は
と
も
あ
れ
、
様
々
な
場
所
で
習

っ
た
も
の
を
披
露
し
た
忙
し
い
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
男
性
が
入
会

す
る
と
、
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
魅
力

婆
搬
い
聴

差日壽高縞第二次生徒募集

◎
募
集
人
員
　
普
通
科
第

一
学
年
若
干
名

◎
願
書
受
付
　
．
．
一
月
二
十

】
日
囲
～
↓
』
月
二
影
互
日

㈹
ま
で

◎
出
願
手
続
き
　
入
学
願

書
、
調
査
書
を
出
身
中
学

校
を
経
由
し
て
本
校
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
試
験
日
　
一
∴
月
二
十
六

日
困
◎
そ
の
他
　
人
学
後
に
は
、

年
間
所
得
が
百
卜
九
万
円

未
満
の
人
に
、
国
が
卒
業

ま
で
の
四
年
間
毎
月
し
千

円
の
修
学
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

こ
の
奨
励
金
は
、
　
卒
業
す
れ
ば
返
還

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
．

　
な
お
詳
細
は
十
日
町
高
等
学
校
中

心
校
（
8
二
㌧
』
五
七
五
番
、
二
－

三
κ
七
六
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

銃
砲
刀
剣
類
登
娠
鷹
、
．

轡
査
会
を
開
鱗

　
つ
ぎ
の
日
程
で
昭
和
五
十
五
年
度

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時
　
四
月
十
五
日
㈹
・
六
月
十

　
ー
、
一
、
．
』
■
■
r
、
一

六
日
側
・
九
月
十
六
日
㈹
・
十
二
月

十
八
日
困
・
昭
和
五
十
六
年
二
月
十

六
日
㈲
　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十

時
～
午
後
一
、
一
時
ま
で
。

●
会
場
　
長
岡
市
厚
生
会
館
（
大
手

通
一
丁
目
）

●
持
参
す
る
も
の
　
O
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
　
○
銃
砲

刀
剣
類
発
見
届
出
受
理
証
（
所
轄
警

察
署
発
行
）
　
○
登
録
手
数
料
　
一

件
に
つ
き
三
千
円
（
新
潟
県
収
入
証

紙
で
納
入
）
　
○
印
鑑

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
教

育
庁
文
化
行
政
課
（
8
0
二
五
二
ー

二
三
ー
五
五
一
一
番
）
へ
．

　
　
㌔
■
ワ
、
一
㌔
■
F
、
一
、
一
、
」
騨
』
■
「
、
一
～
一
～
』
■
F
　
　
　
　
　
　
　
　
、
」
■
ζ
』
■
F
・
一
㌔
■
「
・
建
■
「
、
一
、
一
＞
■
F
㌔
■
F
》
■
P
』
■
「
、
一
、
4
■
【
』
■
F

㊧
㊧
㊨
㊨
㊥
㊥

　
　
も
つ
と
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
よ
う

　
二
月
二
十
三
日
か
ら
十
日
町
市
公

民
館
で
、
家
庭
教
育
講
座
「
も
っ
と

子
ど
も
を
遊
ば
せ
よ
う
↑
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
近
年
い
き
い

き
と
遊
べ
な
い
子
ど
も
が
増
え
た
と

い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
く
遊
び
、

よ
く
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

は
何
が
必
要
な
の
か
を
、
専
門
の
先

生
が
た
の
話
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て

行
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
講
座
を
受
講
し
て
い
る
の
は
二
十

四
歳
～
六
十
九
歳
ま
で
の
お
か
あ
さ

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
な
ど
五
十
一
名
で
、

子
供
づ
れ
で
み
え
る
か
た
も
多
く
い

ま
す
。

　
．
一
回
目
は
二
月
二
十
七
目
に
開
か

れ
、
愛
宕
幼
稚
園
主
任
の
山
口
久
子

さ
ん
が
、
「
保
育
所
・
幼
稚
園
で
の

遊
び
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
そ
の
要
旨
と
し
て
は
、
”
心
に
引

出
し
を
た
く
さ
ん
も
つ
子
に
し
て
や

る
”
た
め
に
、
親
の
手
だ
け
で
育
て

る
こ
と
な
く
、
保
育
所
、
幼
稚
園
な

ど
の
集
団
の
場
で
多
く
の
友
だ
ち
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
．
そ
し
て
、
言
葉
を

覚
え
、
知
識
を
増
し
、
い
ろ
い
ろ
な

第5回
3／15（

子どもは本嫌いか 本間周輔氏
（絵本店銀河鉄道）

第6回
3／17（月

家庭でどう遊ばせるか 岸井勇雄氏
（新潟女子短大教授）

第7回
3／21、

子どもをよ1）よく

　遊ばせるために

玉井成光氏
（前橋騰鴛授）

第8回
（未定）

カウンセリング

　子どもと遊び
（未　定）

経
験
を
通
し
て
社
会
性
を
培
っ
て
行

く
た
め
、
遊
ぶ
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
講
座
は
第
八
回
ま
で
計
画
さ

れ
て
お
り
、
内
容
は
右
表
の
と
お
り

で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時

半
～
十
一
時
半
で
す
の
で
、
受
講
し

た
い
と
お
思
い
の
か
た
は
十
日
町
市

公
民
館
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
．
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よ
り

一
層
の
健
康
を
求
め
て

「
健
康
づ
く
り
の
集
い
」
開
か
れ
る

　
去
る
二
月
二
十
二
日
市
民
会
館
に

お
い
て
、
健
康
づ
く
り
の
集
い
「
す

こ
や
か
な
体
力
づ
く
り
講
演
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
講
師
に
、
東
大
教
育
学
部
保
健
体

育
科
講
師
で
あ
っ
た
近
藤
芳
朗
医
学

博
士
、
自
彊
術
師
範
の
近
藤
幸
世
夫

人
を
招
き
、
老
若
男
女
約
三
百
人
が

参
加
し
て
、
自
彊
術
普
及
会
の
み
な

さ
ん
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
実
技
指
導

（
写
真
）
と
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
講
演
で
は
近
藤
先
生
か
ら
、
自
分

の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
も
の
で
、

常
に
快
食
、
快
眠
、
快
便
、
快
動
、

快
笑
の
五
つ
を
保
つ
よ
う
、
い
つ
ど

こ
で
も
で
き
る
自
彊
術
を
毎
日
続
け

て
行
う
よ
う
に
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
彊
術
は
、
大
正
五
年
に
創
案
さ

れ
た
日
本
最
初
の
健
康
体
操
と
治
療

術
で
、
三
十
一
動
作
が
あ
り
、
か
ら

だ
を
動
く
限
界
ま
で
動
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
全
身
の
調
和
を
は
か
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
．
病
弱
者
で
も
で
き
、

ま
た
機
械
器
具
も
い
ら
ず
、
狭
い
空

間
で
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
普

及
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
障
者
ス
キ
ー
全
国
大
会
で

第
二
位
に
i
－
須
藤
一
彦
さ
ん

　
須
藤
一
彦
さ
ん
（
川
治
下
町
三
、

三
十
六
歳
）
は
、
三
月
一
日
に
北
志

賀
高
原
竜
王
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
、

喜びの須藤一彦さん

第
九
回
身
体
障
害
者
ス
キ
ー
全
国
大

会
の
中
級
部
門
で
見
事
二
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
中
級
（
大
回
転
〉
に
は
全

国
か
ら
二
十
名
の
選
手
が
参
加
し
、

ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
の
タ
イ
ム
と
本

レ
ー
ス
の
タ
イ
ム
の
誤
差
で
順
位
を

競
っ
た
も
の
で
す
．
須
藤
さ
ん
は
、

四
年
後
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
行
わ
れ

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
し
て
ま
た

が
ん
ば
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
お
　
詫
　
び

　
二
月
十
日
発
行
の
市
報
と
お
か
ま

ち
で
、
六
P
の
「
あ
の
時
こ
ん
な
こ

と
が
・
十
日
町
小
唄
誕
生
」
は
滝
沢

栄
輔
さ
ん
か
ら
書
い
て
い
た
だ
い
た

文
章
で
す
。
名
前
が
お
ち
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

族泥と謬る∠7
　＝昭和55年度第1回・4月1日＝

　冬期間中止していた「市民と語る日」を

4月から再開します。第1回は4月1日グ）

予定です。詳細は3月25日発行のお知らせ
版に掲載しますび）でごらんいただき、多数

おでかけください。

雪まつり関係テレビ放映

●3月22日（ガ午前9時半～10時

　NHK教育テレビ

　「ターニァの白い絵本」

●3月22日（ガ午前11時15分～11時45分

　NST新潟総合テレビ

　rわが旅わが心」

整
振
耀
鑛
癒
獅
墾
纂

　
水
曜
会
（
青
年
大
学
講
座
O
B
）

で
は
、
こ
の
地
域
の
人
た
ち
の
戦
争

体
験
を
ま
と
め
た
冊
子
を
発
行
す
る

計
画
を
進
め
て
お
り
、
現
在
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
軍
隊
、
戦
闘
な

ど
の
直
接
的
体
験
と
と
も
に
、
銃
後

の
生
活
な
ど
も
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

　
締
切
り
は
四
月
十
日
、
送
り
先
は

斉
木
文
夫
（
宮
下
東
）
で
す
。
詳
細

は
公
民
館
青
年
大
学
講
座
担
当
ま
で
。

、犠麹麟醗
　シリーズノ匠12

十日町市誕生
昭和29年3月31日

　
市
制
を
施
行
し
て
か
ら
二
十
六
周

年
を
迎
え
る
。
光
陰
矢
の
．
こ
と
し
、

ま
っ
た
く
早
い
も
の
で
あ
る
。
今
当

時
の
市
制
施
行
申
請
書
の
古
ぼ
け
た

表
紙
を
見
て
今
更
の
感
じ
で
あ
る
．

　
昭
和
二
十
八
年
九
月
、
町
村
合
併

促
進
法
が
公
布
さ
れ
る
や
、
地
方
事

務
所
長
を
中
心
に
町
村
長
会
議
が
連

日
開
か
れ
、
郡
内
二
十
二
町
村
の
ブ

・
ッ
ク
割
り
が
検
討
さ
れ
る
。

　
時
限
立
法
で
あ
る
の
で
、
時
間
的

に
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
県
の

姿
勢
も
あ
り
、
我
々
職
員
も
に
わ
か

に
忙
し
く
な
っ
て
き
た
。

　
も
よ
り
町
村
と
の
協
議
を
重
ね
な

が
ら
、
一
月
早
々
十
日
町
議
会
で
決

，
議
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
中
条
村
、
川

治
村
、
六
箇
村
に
対
し
対
等
合
併
の

正
式
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
私
は
申
し
入
れ
の
文
書
を
持
っ
て

六
箇
の
福
崎
村
長
さ
ん
を
た
ず
ね
た
．

　
さ
あ
こ
れ
か
ら
が
た
い
へ
ん
、
各

町
村
代
表
に
よ
る
協
議
会
が
設
け
ら

れ
連
日
の
会
議
で
あ
る
。
各
町
村
か

ら
職
員
の
派
遣
を
願
い
、
十
日
町
役

場
の
二
階
の
一
室
に
事
務
局
を
設
け

中心街をパレードする十日町中学

作
業
に
入
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
市
に
な
る
要
件
で
あ

る
人
口
三
万
人
以
上
が
、
四
月
か
ら

五
万
人
以
上
に
法
律
が
改
正
に
な
る

と
の
情
報
が
あ
り
、
三
月
三
十
一
日

合
併
が
適
当
と
、
四
町
村
と
も
二
月

十
日
一
斉
に
議
会
で
議
決
さ
れ
た
．

　
大
き
な
作
業
は
新
市
建
設
計
画
と

市
制
施
行
申
請
書
の
作
成
で
あ
る
。

新
市
建
設
計
画
は
、
委
員
が
三
部
会

に
別
れ
、
各
町
村
要
望
を
検
討
し
調

整
を
図
り
な
が
ら
作
成
に
入
っ
た
。

　
結
果
は
ぼ
う
大
な
事
業
量
に
な
っ

た
。
こ
れ
も
時
間
と
の
関
係
と
円
満
に

こ
と
を
進
め
る
た
め
に
や
む
を
え
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
．
こ
れ
は
当
市
だ

け
で
な
く
、
ど
こ
の
合
併
市
町
村
’
．
、

も
同
じ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
国
、
県
の
指
導
に
よ
り
昭
和
三
十

三
年
に
こ
の
計
画
を
再
改
定
し
た
。

　
一
方
、
市
制
施
行
申
請
書
の
作
成

で
は
法
律
要
件
、
条
例
要
件
等
約
三

百
頁
の
申
請
書
に
な
っ
た
が
、
い
や

し
く
も
市
制
の
申
請
書
で
あ
る
か
ら

タ
イ
フ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
と

わ
れ
た
．
さ
あ
困
’
た
時
間
が
な
い

そ
し
で
タ
イ
プ
機
は
十
日
町
役
場
に

一
台
し
か
な
し
　
確
か
滝
文
さ
ん
に

お
願
い
し
て
打
っ
て
も
ら
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
県
の
事
前
調
査
を
受
け
る

た
め
連
目
新
潟
出
張
。
時
同
じ
く
し

て
小
千
谷
、
加
茂
、
見
附
、
村
上
、

燕
が
市
制
施
行
を
申
請
し
て
い
る
の

で
県
も
た
い
へ
ん
だ
っ
た
ら
し
い
。

　
順
位
争
い
で
、
旧
市
の
後
の
八
番

目
を
小
千
谷
と
加
茂
が
争
い
、
十
日

町
よ
り
も
二
十
日
早
く
合
併
し
た
小

千
谷
と
加
茂
が
八
番
目
、
九
番
目
と

な
り
、
十
日
町
は
奇
し
く
も
頭
文
字

と
同
じ
十
番
目
と
な
っ
た
．

　
そ
の
後
吉
田
村
を
十
二
月
、
ド
条

村
を
三
十
年
二
月
に
合
併
し
、
特
例

で
一
力
年
間
議
員
さ
ん
は
そ
の
ま
ま

市
議
会
議
員
と
な
っ
た
の
で
、
百
二

十
五
人
の
大
世
帯
と
な
っ
た
。

　
連
日
連
夜
の
会
議
、
時
に
は
深
夜

に
及
ぶ
二
と
も
あ
り
、
町
村
長
、
委

員
の
み
な
さ
ん
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
員
も
連
日
の
残
業
、

時
に
は
徹
夜
の
こ
と
も
あ
っ
た
．

　
今
に
し
て
思
え
ば
懐
か
し
い
あ
の

当
時
で
あ
る
．
　
　
（
池
田
作
三
）

第3種郵便物認可）昭和55年3月10日とおガ夢お

松
杉
会

代
表
小
出
和
栄
（
三
和
町
）

　
「
松
杉
会
棒
は
、
昭
和
四
十
六
年

度
の
斎
民
講
座
書
道
教
室
の
受
講
生

の
集
ま
り
で
す
。
書
道
の
実
習
を
通
じ

人
問
鱒
係
を
深
め
る
こ
と
を
漏
的
に

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
　
会
員
は
現
在
二
十
名
。
講
師
に
岡

村
松
姻
先
生
。
毎
月
第
一
、
三
火
曜

日
公
民
鰭
本
館
の
一
室
で
ご
懇
切
な

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
学
習
の
内
容
は
、
書
付
け
、
半
紙
、

条
幅
な
ど
幅
広
く
し
て
い
ま
す
．
そ

し
て
そ
れ
ら
の
成
果
を
毎
年
、
市
展

や
文
化
祭
な
ど
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

“
書
”
に
趣
味
の
あ
る
か
た
は
お
気

軽
に
入
会
く
だ
さ
い
。

．
－
：
等
を
書
き
残
し
た
い
と
い
う
心

の
叫
び
と
、
『
君
妻
有
は
雪
の
上
に
咲

く
花
で
あ
る
。
だ
が
、
君
妻
有
の
花

を
見
た
と
い
う
人
を
知
ら
な
い
。
ー

郁
太
郎
1
」
…
…
こ
の
幻
を
追
う
詩

歌
心
を
死
ぬ
ま
で
か
か
っ
て
も
学
ば

ん
と
し
て
発
足
し
た
の
が
、
こ
の
会

で
す
。

　
月
二
回
の
短
歌
、
君
妻
有
小
誌
の

合
評
、
年
三
～
四
回
の
吟
行
。
ま
た

君
妻
有
叢
書
の
発
行
（
今
年
六
月
に

五
冊
目
を
予
定
）
、
歌
碑
の
建
立
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
よ

　
”
名
も
財
も
な
く
て
亡
び
る
一
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

評
し
合
っ
た
り
、
年
に
一
～
二
回
の

コ
ン
サ
…
卜
等
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　
“
ギ
タ
ー
は
小
さ
な
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
”
こ
れ
程
身
近
で
弾
け
る
楽
器
は

数
少
な
い
と
思
い
ま
す
．

　
毎
週
金
曜
日
夜
六
時
三
十
分
か
ら

市
公
民
館
（
本
館
）
で
練
習
し
て
い

ま
す
。
現
在
会
員
を
募
集
中
。

こんなグループ①
こんなことをしています

～公民館活動から生まれた

グルーブ・サークル紹介～
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か
な
　
さ
は
あ
れ
　
我
れ
ら
が
歌

　
碑
い
ま
建
ち
ぬ
”
　
（
田
村
守
一
）

十
日
町
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

代
表
権
間
敏
夫
（
千
歳
町
）

　
当
市
で
の
ク
ラ
シ
ッ
グ
ギ
タ
ー
の

人
気
は
他
に
比
べ
る
と
低
い
と
い
わ

れ
る
中
で
、
公
民
館
の
ギ
タ
ー
教
室

か
ら
生
ま
れ
た
“
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
”
は
、
毎
週
一
回
、
十
人
の
仲

間
が
一
生
け
ん
命
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
毎
週
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
批

君
妻
有
短
歌
会

代
表
田
村
守
又
下
条
栄
町
）

　
昭
和
四
十
五
年
の
文
芸
講
座
（
講

師
野
本
郁
太
郎
先
生
）
で
歌
集
“
幸

鈴
”
二
冊
を
発
行
し
、
二
年
間
で
講

座
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
亡
び
ゆ
く

運
命
、
白
分
と
の
戦
い
、
お
も
い
で

さ
ざ
な
み
会

　
代
表
上
村
ノ
リ
（
土
市
）

　
三
十
、
四
十
歳
の
旺
盛
な
年
代
に

目
先
の
仕
事
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

　
欝
盤

て
頑
張
・
て
幅
享
・
昨
年
は
滋

々
売
れ
っ
子
に
な
り
、
出
来
、
不
出
．

来
は
と
も
あ
れ
、
様
々
な
場
所
で
習

っ
た
も
の
を
披
露
し
た
忙
し
い
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
男
性
が
入
会

す
る
と
、
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
魅
力

婆
搬
い
聴

差日壽高縞第二次生徒募集

◎
募
集
人
員
　
普
通
科
第

一
学
年
若
干
名

◎
願
書
受
付
　
．
．
一
月
二
十

】
日
囲
～
↓
』
月
二
影
互
日

㈹
ま
で

◎
出
願
手
続
き
　
入
学
願

書
、
調
査
書
を
出
身
中
学

校
を
経
由
し
て
本
校
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
試
験
日
　
一
∴
月
二
十
六

日
困
◎
そ
の
他
　
人
学
後
に
は
、

年
間
所
得
が
百
卜
九
万
円

未
満
の
人
に
、
国
が
卒
業

ま
で
の
四
年
間
毎
月
し
千

円
の
修
学
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

こ
の
奨
励
金
は
、
　
卒
業
す
れ
ば
返
還

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
．

　
な
お
詳
細
は
十
日
町
高
等
学
校
中

心
校
（
8
二
㌧
』
五
七
五
番
、
二
－

三
κ
七
六
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

銃
砲
刀
剣
類
登
娠
鷹
、
．

轡
査
会
を
開
鱗

　
つ
ぎ
の
日
程
で
昭
和
五
十
五
年
度

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時
　
四
月
十
五
日
㈹
・
六
月
十

　
ー
、
一
、
．
』
■
■
r
、
一

六
日
側
・
九
月
十
六
日
㈹
・
十
二
月

十
八
日
困
・
昭
和
五
十
六
年
二
月
十

六
日
㈲
　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十

時
～
午
後
一
、
一
時
ま
で
。

●
会
場
　
長
岡
市
厚
生
会
館
（
大
手

通
一
丁
目
）

●
持
参
す
る
も
の
　
O
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
　
○
銃
砲

刀
剣
類
発
見
届
出
受
理
証
（
所
轄
警

察
署
発
行
）
　
○
登
録
手
数
料
　
一

件
に
つ
き
三
千
円
（
新
潟
県
収
入
証

紙
で
納
入
）
　
○
印
鑑

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
教

育
庁
文
化
行
政
課
（
8
0
二
五
二
ー

二
三
ー
五
五
一
一
番
）
へ
．

　
　
㌔
■
ワ
、
一
㌔
■
F
、
一
、
一
、
」
騨
』
■
「
、
一
～
一
～
』
■
F
　
　
　
　
　
　
　
　
、
」
■
ζ
』
■
F
・
一
㌔
■
「
・
建
■
「
、
一
、
一
＞
■
F
㌔
■
F
》
■
P
』
■
「
、
一
、
4
■
【
』
■
F

㊧
㊧
㊨
㊨
㊥
㊥

　
　
も
つ
と
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
よ
う

　
二
月
二
十
三
日
か
ら
十
日
町
市
公

民
館
で
、
家
庭
教
育
講
座
「
も
っ
と

子
ど
も
を
遊
ば
せ
よ
う
↑
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
近
年
い
き
い

き
と
遊
べ
な
い
子
ど
も
が
増
え
た
と

い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
く
遊
び
、

よ
く
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

は
何
が
必
要
な
の
か
を
、
専
門
の
先

生
が
た
の
話
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て

行
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
講
座
を
受
講
し
て
い
る
の
は
二
十

四
歳
～
六
十
九
歳
ま
で
の
お
か
あ
さ

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
な
ど
五
十
一
名
で
、

子
供
づ
れ
で
み
え
る
か
た
も
多
く
い

ま
す
。

　
．
一
回
目
は
二
月
二
十
七
目
に
開
か

れ
、
愛
宕
幼
稚
園
主
任
の
山
口
久
子

さ
ん
が
、
「
保
育
所
・
幼
稚
園
で
の

遊
び
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
そ
の
要
旨
と
し
て
は
、
”
心
に
引

出
し
を
た
く
さ
ん
も
つ
子
に
し
て
や

る
”
た
め
に
、
親
の
手
だ
け
で
育
て

る
こ
と
な
く
、
保
育
所
、
幼
稚
園
な

ど
の
集
団
の
場
で
多
く
の
友
だ
ち
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
．
そ
し
て
、
言
葉
を

覚
え
、
知
識
を
増
し
、
い
ろ
い
ろ
な

第5回
3／15（

子どもは本嫌いか 本間周輔氏
（絵本店銀河鉄道）

第6回
3／17（月

家庭でどう遊ばせるか 岸井勇雄氏
（新潟女子短大教授）

第7回
3／21、

子どもをよ1）よく

　遊ばせるために

玉井成光氏
（前橋騰鴛授）

第8回
（未定）

カウンセリング

　子どもと遊び
（未　定）

経
験
を
通
し
て
社
会
性
を
培
っ
て
行

く
た
め
、
遊
ぶ
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
講
座
は
第
八
回
ま
で
計
画
さ

れ
て
お
り
、
内
容
は
右
表
の
と
お
り

で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時

半
～
十
一
時
半
で
す
の
で
、
受
講
し

た
い
と
お
思
い
の
か
た
は
十
日
町
市

公
民
館
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
．



帖
O
o
o

12）とおガ詐3

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
市

立
保
育
所
保
母
産
休
代
替
要
員
の
登

録
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
登
録
制
度
は
、
市
立
保
育
所

の
職
員
が
出
産
の
た
め
休
業
す
る
期

間
、
そ
の
職
員
の
代
替
と
し
て
臨
時

的
な
勤
務
し
て
も
ら
う
保
母
を
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
て
お
く
も
の
で
す
。

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
つ

ぎ
の
要
領
に
よ
り
、
市
総
務
課
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

登
録
資
格
　
保
母
の
資
格
ま
た
は
幼

稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人
（
昭
和

五
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
、
資
格

ま
た
は
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の

人
を
含
む
）
で
、
お
お
む
ね
二
十
歳

か
ら
四
十
歳
ま
で
の
人
．

賃
金
　
日
給
、
二
千
四
百
円
程
度

申
込
み
期
間
　
三
月
五
日
困
～
』
一
月

二
十
一
日
働
ま
で
。

申
込
み
用
紙
　
申
込
み
用
紙
及
び
詳

細
は
市
総
務
課
（
8
七
⊥
±
二

番
内
線
二
三
三
～
二
三
四
）
へ
．

し
尿
浄
化
槽
設
置

　
　
　
研
修
会
を
開
催

　
　
　
　
…
…
三
月
二
十
七
日

　
近
年
、
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
す
る

か
た
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
設
置
後

の
整
備
や
維
持
管
理
の
不
備
か
ら
、

不
良
浄
化
槽
に
よ
る
悪
臭
等
の
苦
情

が
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　
”
｝
う
し
た
問
題
を
一
掃
す
る
た
め
、

十
日
町
保
健
所
、
十
日
町
市
役
所
で

は
、
昭
和
五
十
三
、
五
十
四
年
度
に

し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
た
人
を
対
象

に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
．

　
対
象
者
は
、
案
内
ハ
ガ
キ
（
後
程

お
届
け
し
ま
す
）
と
、
昭
和
五
レ
四

年
度
第
二
回
放
流
水
検
査
結
果
通
知

★
i

★

ガス爆発事故を防止しよう

ー
1
ー
ー
H
H
”
”
解
”
”
”
I
f
★

　
冬
季
は
積
雪
の
重
み
や
屋
根
か
ら
の
落
雪
等
に
よ

り
、
配
管
等
が
破
損
し
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
も
れ
、
爆

発
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ン
ベ
や
配
管
に
雪
の
重
み
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
措
置
す
る
と
と
も
に
、
雪
お
ろ
し
や
除
雪
の
と
き

は
、
ガ
ス
収
納
庫
の
周
囲
に
つ
い
て
、
ボ
ン
ベ
の
交

換
、
点
検
、
ガ
ス
も
れ
等
万
］
の
処
理
の
た
め
除
雪

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
最
近
県
下
で
大
き
な
火
災
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
．
当
市
は
豪
雪
の
た
め
消
防
車
が
か
け
つ

け
る
の
に
時
間
が
か
か
る
上
、
消
防
水
利
の
確
保
も

困
難
な
状
態
で
す
．
火
事
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

　
〃
”
こ
れ
く
ら
い
と
思
う
油
断
を
火
が
狙
う
〃
”

　
　
　
　
　
　
　
～
1
11
”
げ
一
目
梓
H
月
甘
”
肖
★

第3種郵便物認可）昭和55年3月10日

　　厳粛に十日町高校卒業式
　妻有に春を告げるような好天に恵まれた去る
2月29日、郡市内のトップをきって十日町高等学

校（板羽政二校長）の昭和54年度卒業式が行われ
ました。

　今年度の卒業者は、全日制406名（男238・女168）

定時制56名（男20・女36）の合計462名です。進路

をみると進学が323名就職が139名と、進学者が多

数を占めています。

　卒業式を終えた生徒たちは、それぞれの希望を

胸に校門を出て行きました。

ハ
ザ
キ
を
持
参
の
上
、
必
ず
研
修
し

て
く
だ
さ
い
。
（
昨
年
度
受
け
た
か

た
は
、
研
修
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◎
期
日
　
三
月
二
十
七
日
困

◎
会
場
　
十
日
町
市
役
所
四
階
大
会

議
室
◎
受
付
　
午
後
一
時
よ
り
（
研
修
会

は
｝
時
半
～
三
時
半
）

◎
研
修
内
容
　
①
し
尿
浄
化
槽
の
法

的
規
制
に
つ
い
て
　
②
し
尿
浄
化
槽

の
正
し
い
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
詳
細
に
つ
い
て
は
市
環
境
課
（
2

七
ー
．
、
二
＝
番
内
線
二
二
五
）
へ
．

軽
自
動
車
等
の
変
更

手
続
き
は
三
月
末
日
ま
で

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
．

　
現
在
所
有
さ
れ
て
い
な
い
バ
イ
ク
、

農
耕
作
業
用
自
動
車
、
軽
自
動
車
等

は
、
．
．
一
月
』
↓
十
…
日
ま
で
に
廃
車
あ

る
い
は
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
故
等
で
車
輔
が
消
滅
し
、

あ
る
い
は
ナ
ン
バ
ー
の
紛
失
等
の
理

由
で
正
規
の
廃
車
手
続
き
が
で
き
な

い
か
た
は
税
務
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。ジ
ー
プ
等
を
寄
贈

　
　
　
　
　
ー
信
用
組
合
が

　
新
潟
県
信
用
組
合
（
須
藤
寛
理
事

長
）
で
は
、
創
立
．
．
一
十
周
年
に
あ
た

り
、
市
に
道
路
パ
ト
・
ー
ル
用
ジ
ー

プ
一
台
と
市
内
小
中
学
校
に
屋
外
放

送
設
備
］
式
ほ
か
の
教
育
備
品
、
あ

わ
せ
て
．
』
百
五
卜
万
円
相
当
を
寄
付

し
ま
し
た
。

　　　　　bγ橘翻

緋勧㌦
餓遍講一
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の
登
録
と
注
射
を
実
施

　
　
昭
和
五
十
五
年
度
犬
の
登
録
と

　
第
　
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
四
月

　
十
五
、
十
六
、
十
七
日
に
実
施
し

　
ま
す
。

　
　
詳
細
は
三
月
二
十
五
日
発
行
の

　
お
知
ら
せ
版
で
申
込
書
と
共
に
お

　
知
ら
せ
し
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

答
辞
を
の
べ
る
高
橋
和
久
君

◎
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
四
期
・

・
納
期
は
三
月
十
六
日
～
三
月
一
一
一
十
一
日
ま
で

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
金
沢
光
子
（
峠
）
一
万
円
　
▼

内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼
歯
車

会
（
宮
ド
町
）
四
万
九
千
五
百
円

香
典
返
し

　
▼
保
坂
厳
（
姿
一
）
κ
万
円
　
▼

阿
部
六
太
郎
（
若
宮
町
）
』
一
万
円

▼
小
林
定
雄
（
貝
ノ
川
）
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
h
昏

事
ヒ
が
2
　
酷

　
○
市
農
業
委
員
会
で
は
、
市
内
の

農
家
の
独
身
男
女
全
員
を
対
象
に
、

後
継
者
問
題
を
中
心
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
．

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
現
在
の
農
業
情

勢
を
厳
し
く
と
ら
え
て
い
る
反
面
、

条
件
が
整
え
ば
、
後
継
者
に
な
っ
て

も
良
い
と
い
う
一
面
も
の
ぞ
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
出
さ
れ
た
真
剣
な
意
見
を

無
に
さ
せ
な
い
た
め
に
、
具
体
的
な

施
策
の
実
施
が
待
た
れ
ま
す
．

　
○
「
正
月
に
は
雪
が
な
く
て
、
雪

ま
つ
り
に
は
雪
が
十
分
あ
っ
て
、
春

は
早
く
く
れ
ば
良
い
。
」
今
年
は
そ
ん

な
願
い
が
か
な
い
そ
う
な
年
で
す
。

211．44㎞（2月1日現在）11，985／面積50，187人（男24，653・女25，534人〉／世帯数■市勢／人口

〆

3粂。

号一機構改革特集
　
四
月
一
日
か
ら
、
市
の
機
構
改
革
が
行
わ
れ
、
仕
事
の
流
れ
や
所
管
が

大
幅
に
変
わ
り
ま
す
。

　
市
長
部
局
に
、
総
務
部
、
市
民
部
、
経
済
部
、
建
設
部
の
四
部
を
新
設
し
、

二
十
三
あ
っ
た
課
を
十
九
に
、
五
十
あ
っ
た
係
を
一
一
一
十
九
に
そ
れ
ぞ
れ
減

ら
し
、
組
織
を
大
よ
り
な
も
の
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
組
織
の

肥
大
化
に
と
も
な
う
経
常
経
費
の
節
減
を
は
か
り
、
横
の
調
整
機
能
を
強

化
し
、
事
務
処
理
の
迅
速
化
を
目
的
と
し
た
現
場
解
決
型
の
組
織
で
す
。

　
機
構
改
革
の
要
点
と
新
し
い
仕
事
の
分
担
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
企
画
・
広
報
・
広
聴

　
　
　
　
　
統
計
部
門
を
集
中

　
総
務
課
企
画
広
報
係
に
、
企
画
、

広
報
広
聴
、
統
計
部
門
の
業
務
を
集

中
し
、
市
の
基
本
的
施
策
の
方
向
を

見
い
出
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
考
え
方

で
す
．
従
来
の
商
工
課
統
計
係
は
名

称
が
な
く
な
り
、
こ
の
係
に
包
含
さ

れ
る
．
｝
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
係
が
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
市
民
と
語
る
日
」
を
担
当
し
ま
す
。

市
営
住
宅
関
係
部
門
を
集
中

　
市
営
住
宅
の
入
退
居
関
係
は
、
従

来
社
会
福
祉
事
務
所
で
担
当
し
て
い

ま
し
た
が
、
建
て
替
え
や
修
繕
な
ど

と
の
関
係
も
あ
り
、
市
営
住
宅
関
係

の
仕
事
一
切
は
、
建
設
部
建
設
課
建

築
住
宅
係
で
行
い
ま
す
。

　
　
商
工
課
に
新
た
に

　
　
　
　
工
業
労
政
係
を
設
置

　
最
近
の
市
内
の
雇
用
状
況
や
労
政

関
係
の
業
務
を
行
う
た
め
、
新
た
に

経
済
部
商
工
課
に
工
業
労
政
係
を
設

置
し
ま
し
た
．
労
働
基
準
監
督
署
や

職
業
安
定
所
と
の
タ
イ
ア
ッ
。
フ
で
、

労
働
関
係
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、

工
業
関
係
の
振
興
を
所
管
し
ま
す
．

　
　
公
園
、
児
童
遊
園
地
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
集
中

　
公
園
、
都
市
公
園
、
児
童
遊
園
地

な
ど
の
区
分
に
よ
り
社
会
福
祉
事
務

所
、
環
境
課
、
建
設
課
に
分
散
し
て

い
ま
し
た
が
、
都
市
計
画
係
を
充
実

し
、
建
設
部
建
設
課
都
市
計
画
公
園

係
と
し
、
業
務
を
集
中
し
ま
す
．
総

合
計
画
に
組
ま
れ
た
自
然
公
園
や
近

隣
公
園
な
ど
の
計
画
、
実
施
な
ど
の

担
当
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
六
箇
地

区
に
予
定
さ
れ
て
い
る
森
林
公
園
は
、

林
業
振
興
の
立
場
か
ら
、
こ
こ
か
ら

は
の
ぞ
か
れ
、
経
済
部
農
林
課
耕
地

林
務
係
で
担
当
し
ま
す
。

　
　
苗
場
山
ろ
く
開
発
関
係
を

　
　
　
　
農
林
課
に
含
め
本
庁
に

　
従
来
、
苗
場
山
ろ
く
開
発
関
係
は

単
独
の
室
を
設
置
し
、
水
沢
出
張
所

内
で
執
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
総
合

的
な
農
業
施
策
の
調
整
を
図
る
た
め
、

今
回
農
林
課
に
再
統
合
し
、
執
務
場

所
も
本
庁
に
移
し
ま
し
た
．

　
　
社
会
教
育
課
、
公
民
館

　
　
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
集
中

　
商
工
課
が
所
管
し
て
い
た
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
を
、
公
民
館
活
動
と
の

関
連
を
重
視
し
、
公
民
館
に
所
管
が

え
し
ま
し
た
．
ま
た
、
従
来
教
育
委

員
会
事
務
局
と
し
て
本
庁
に
あ
っ
た

社
会
教
育
課
の
う
ち
体
育
以
外
の
部

門
を
公
民
館
に
移
し
、
今
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
適
切
に
調
整
し
、

さ
ら
に
多
く
の
方
々
か
ら
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
や
利
用
方
法
な

ど
の
変
更
を
意
味
し
て
い
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
従
来
以
上
に

積
極
的
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

膨翻

体
育
部
門
を
独
立
し

　
　
　
　
体
育
課
を
新
設

機
構
改
革
の
実
施
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長

　
自
治
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の

要
求
は
日
毎
に
多
様
化
し
、
更
に
そ

の
密
度
の
高
さ
を
求
め
て
い
ま
す
．

　
私
を
は
じ
め
四
百
七
十
余
名
の
職

員
は
、
い
ま
こ
そ
一
丸
と
な
っ
て
、
そ

の
要
求
に
可
能
な
限
り
的
確
に
応
え

て
ゆ
か
ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
．

　
今
回
、
市
議
会
議
員
の
方
々
を
は

　
　
　
諸
里
　
正
　
典

じ
め
各
方
面
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
昭
和
三
十
四
年
以

来
と
い
う
大
幅
な
機
構
改
革
に
着
手

し
、
四
月
一
日
よ
り
職
員
と
共
に
、

新
し
い
気
持
で
市
政
執
行
に
あ
た
っ

て
ゆ
き
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
五
月
市
長
就
任
以
来

行
政
組
織
の
抜
本
的
改
革
の
検
討
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
結

果
、
組
織
再
編
成
の
中
で
職
員
数
を

見
直
し
、
新
年
度
は
四
百
七
十
七
名

の
職
員
で
市
政
を
担
当
し
て
ゆ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
設
さ
れ
る
施
設
の
職
員
増
加
分

を
加
味
す
る
と
前
年
に
比
べ
三
十
三

名
の
減
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

職
員
個
々
の
給
与
な
ど
の
劣
悪
化
は

も
と
よ
り
、
人
員
整
理
等
を
伴
う
も

の
で
な
く
、
逆
に
市
民
の
皆
さ
ん
と

直
接
接
す
る
第
一
線
の
職
員
が
明

る
く
仕
事
が
で
き
、
奮
囲
気
の
良
い

市
役
所
に
な
る
よ
う
に
特
に
意
を
用

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
機
構
改
革
の
大
き
な
目
標

の
ひ
と
つ
に
部
制
の
導
入
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
庁
議
を
設
定
し
、

全
行
政
的
視
野
で
重
要
案
件
を
審
議

し
、
行
政
指
標
へ
の
万
全
を
期
す
と

と
も
に
、
部
長
へ
大
幅
な
権
限
委
譲

を
行
い
、
責
任
あ
る
執
行
を
促
進
し
、

市
長
の
活
動
半
経
の
拡
大
を
図
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
課
や
係
を
大
よ
り
に
す
る

こ
と
で
、
従
来
と
も
す
る
と
ご
批
判
の

多
か
っ
た
庁
内
タ
ラ
イ
回
し
と
い
う

幣
害
を
出
来
る
だ
け
排
し
、
各
部
門

間
の
調
整
は
庁
議
に
お
い
て
確
実
に

行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る

市
役
所
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
「
そ
れ
が
市
民
全
体
の
た
め

に
な
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
た
だ
一

点
を
判
断
の
基
準
に
し
て
機
構
改
革

を
実
施
し
、
今
後
の
行
政
を
行
っ
て

ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
．

　
前
述
の
と
お
り
社
会
教
育
課
の
う

ち
体
育
以
外
の
部
門
を
公
民
館
に
移

し
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
の
大
き
な

柱
と
な
る
体
育
部
門
を
充
実
強
化
す

る
た
め
、
体
育
課
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
　
農
業
者
年
金
、
児
童
手
当

　
　
　
　
　
　
な
ど
の
所
管
が
え

　
今
ま
で
、
農
業
者
年
金
は
農
業
委

員
会
で
、
児
童
手
当
と
児
童
扶
養
手

当
は
社
会
福
祉
事
務
所
で
所
管
し
て

い
ま
し
た
が
、
国
民
年
金
と
密
接
な

関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を

年
金
係
に
集
中
し
、
窓
口
で
一
括
お

世
話
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

出
張
所
に
つ
い
て

　
当
初
機
構
改
革
案
を
発
表
し
た
時

に
は
「
各
出
張
所
機
能
の
変
更
」
が

う
た
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
機

械
力
の
導
入
を
含
め
、
先
進
市
の
視

察
検
討
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
す
。

そ
の
た
め
、
四
月
か
ら
た
だ
ち
に
機

能
変
更
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
実
施
段
階
で
は
、
あ
ら
た

め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。


